
雲裡坊著『答問書』

一
七

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、雲
裡
坊
（
元
禄
六
年
～
宝
暦
十
一
年
）
の
伝
書
『
答
問
書
』（
個

人
蔵
）
を
翻
刻
す
る
。

　

雲
裡
坊
は
、
渡
辺
氏
。
支
考
門
の
俳
人
で
、
初
号
を
杉
夫
、
別
号
を
有
椎
翁
・

三
四
庵
・
鳥
巣
仁
な
ど
と
称
し
た
。
尾
張
の
人
だ
が
、
の
ち
名
古
屋
か
ら
桑
名

に
移
住
。
さ
ら
に
大
津
の
無
明
庵
五
世
と
な
っ
て
、
義
仲
寺
境
内
に
幻
住
庵
を

再
興
し
、
没
後
は
義
仲
寺
に
葬
ら
れ
た
。
桑
名
に
移
住
し
た
時
の
記
念
集
で
あ

る
『
柱
隠
』（
享
保
十
三
年
自
序
）、
支
考
十
三
回
忌
集
『
桑
名
万
句
』
な
ど
の

編
著
が
あ
る
。

　
『
答
問
書
』
は
、
そ
の
雲
裡
坊
の
俳
諧
観
や
俳
論
を
伝
え
る
内
容
を
持
ち
、

享
保
・
宝
暦
期
に
お
け
る
俳
論
や
伝
書
の
流
布
を
検
討
す
る
上
で
も
興
味
深
い

資
料
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、第
六
段「
曲
節
二
体
の
事
」に
は
、「
附
句
に
曲
節
地
」

が
あ
る
と
述
べ
る
。
付
句
の
案
じ
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
記
述
だ
が
、
現
代
の

私
た
ち
が
当
時
の
連
句
を
解
釈
す
る
際
に
も
参
考
に
な
る
内
容
で
あ
る
。

　

な
お
、
翻
刻
に
あ
た
り
、『
答
問
書
』
と
概
ね
同
内
容
の
伝
書
で
あ
る
『
俳

諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』（
個
人
蔵
）
を
偶
目
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
両
者
を
比

較
す
る
と
、
書
名
と
奥
書
が
異
な
る
他
、
本
文
各
章
に
も
細
か
な
異
同
が
多
数

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、『
答
問
書
』
の
最
後
の
段
（「
愚
坊
弱
年
の
む
か
し
～
」）

は
『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
に
は
な
い
。

　

そ
の
本
文
の
異
同
だ
が
、第
一
段
に
限
っ
て
具
体
的
に
示
せ
ば
、以
下
の（
表
）

の
通
り
と
な
る
。

（
表
）

『
答
問
書
』

『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』

今
以

を
も
つ
て

人
べ
ん
を
用
候
事

人
篇
を
用
ひ
候
事
ニ
候

古
人
な
し
と

古
な
し
と

む
づ
か
し
か
り
て

む
つ
か
し
か
り

伝
へ
給
へ
と
も

伝
へ
給
ひ
と
も

出
し
被
申
候

出
し
被
下
候

誡
𢓭

滅
後

誹
諧
は
我
師
に
つ
た
へ
す

俳
諧
は
我
師
に
伝
へ
す

強
て
我
家
は

強
て
我
等
は

タ
ハ
ム
レ
カ
ナ
フ

た
わ
む
れ
か
た
う

　

右
の
よ
う
な
細
か
な
異
同
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、

双
方
と
も
に
意
味
の
通
じ
な
い
箇
所
、
す
な
わ
ち
誤
写
と
思
わ
れ
る
不
審
の
箇

所
が
相
当
数
あ
る
。
そ
こ
で
、
底
本
と
し
て
ど
ち
ら
に
拠
る
べ
き
か
と
い
う
問

題
が
生
じ
る
が
、本
稿
で
は
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
審
の
箇
所
が
少
な
い
『
答

問
書
』
を
底
本
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
右
に
挙
げ
た
第
一
段
の
異

同
の
中
で
も
、『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
の
方
は
、「
古
人
」
と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
が
「
古
」
だ
け
で
あ
っ
た
り
、「
給
へ
と
も
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
給

ひ
と
も
」
で
あ
っ
た
り
、「
誹
」
を
文
脈
上
不
適
切
に
「
俳
」
と
書
い
た
り
し

雲
裡
坊
著
『
答
問
書
』

伊
藤　

善
隆
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

俳
諧　

伝
書　

雲
裡
坊　

杉
夫　
『
答
問
書
』　
『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
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一
八

て
い
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
第
二
段
で
、『
答
問
書
』
に
は
「
史
記
索
隠
」
と

あ
る
箇
所
を
、『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
が
「
史
記
素
淫
」
と
す
る
の
は
誤

り
で
あ
る
し
、『
答
問
書
』
に
「
昔
」
と
あ
る
箇
所
を
、『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘

伝
』
が
「
首
」
と
誤
っ
て
書
い
て
い
る
箇
所
も
複
数
あ
る
。
さ
ら
に
、『
俳
諧

三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
に
は
以
下
の
脱
文
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

	

・	「
絵
讃
の
事
は
、唯
人
物
画
像
の
讃
に
て
候
」（
第
一
八
段
「
絵
賛
の
事
は
」）。

	

・	「
格
別
の
事
ニ
候
。
畢
竟
、脇
は
発
句
の
下
の
句
と
」（
第
一
九
段「
脇
の
事
」）。

	

・	「
一
句
の
吟
声
に
拍
子
を
残
さ
す
。
四
句
目
か
ろ
〳
〵
と
と
り
」（
第
二
〇
段

「
第
三
の
留
り
」）。

	

・	「
生
花
に
不
植
の
正
花
と
申
事
無
之
候
。
然
に
、あ
る
人
、晋
子
門
人
の
よ
し
、

此
」（
第
二
二
段
「
月
花
の
事
」）。

	

・	「
よ
り
は
じ
め
て
、
附
句
の
意
な
れ
は
、
こ
ゝ
に
俳
諧
」（
第
二
六
段
「
三
ッ

物
の
事
」）。

　

な
お
、
細
か
な
本
文
の
異
同
を
全
て
示
す
こ
と
は
煩
瑣
で
あ
る
た
め
、
底
本

の
本
文
を
、『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
の
本
文
で
補
っ
た
り
、
参
考
に
で
き

た
り
す
る
場
合
の
み
、
そ
の
本
文
を
〔　

〕
で
括
っ
て
示
す
こ
と
と
し
た
。
す

な
わ
ち
、
あ
く
ま
で
異
同
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
中
の
異
同
の

全
て
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』の
奥
書
は
、

本
稿
末
尾
に
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
『
答
問
書
』
と
『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
の
関
係
と
同
様
、

全
く
異
な
る
書
名
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
別
の
伝
本
が
存
在
す
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
よ
う
。
諸
本
に
関
す
る
調
査
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

〈
書
誌
〉

『
答
問
書
』（
底
本
）

書
型
…
…	

写
本
一
冊
。
大
本
。
袋
綴
じ
。
楮
紙
。

表
紙
…
…	

濃
縹
色
。
原
表
紙
か
。
縦
二
七
．
〇
㎝
×
横
一
八
．
四
㎝
。

題
簽
…
…	

中
央
無
辺
。
卍
繋
ぎ
雲
母
刷
料
紙
に
「
□門

問
答
書　

全
」
と
墨

書
（
傷
み
が
激
し
く
、角
書
の
一
部
が
判
読
不
能
だ
が
、「
蕉
門
」

か
？
）。

内
題
…
…	「
問
答
書
」。

写
式
…
…	

無
辺
無
界
。
毎
半
葉
一
三
行
、
二
五
字
内
外
。

字
高
…
…	

二
三
．
四
㎝
（
本
文
初
行
「
一
は
い
か
ゐ
の
～
古
今
抄
に
御
覧
」

を
計
測
）。

奥
書
…
…	「
林
鐘
日	

雲
裡
／
松
水
雅
丈
」、「
湘
夕
言
」、「
宝
暦
元
未
仲
春

日
写
之	

大
津	

雲
裡
坊

江
戸	

和　

常

門
葉
」、「
明
治
三
十
六
年
三
月
上
旬
求
之	

未

青
」。

丁
数
…
…	

全
二
五
丁
（
墨
付
二
五
丁
）。

『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』

書
型
…
…	

写
本
一
冊
。
紙
釘
綴
。
楮
紙
。

表
紙
…
…	

本
文
共
表
紙
表
紙
（
本
文
料
紙
を
二
枚
重
ね
て
二
ッ
折
に
し
た

も
の
）。
縦
二
六
．
一
㎝
×
横
一
六
．
一
㎝
。

題
簽
…
…	

表
紙
左
肩
に
「
俳
諧
秘
傳

三
拾
一
ヶ
條　

全
部
」
と
打
付
け
書
き
。

内
題
…
…	「
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
傳　
　

杉
夫
授
傳
」。

写
式
…
…	

無
辺
無
界
。
毎
半
葉
一
四
行
内
外
、
二
七
字
内
外
。

字
高
…
…	
二
二
．
一
㎝
（
本
文
初
行
「
一
俳
諧
の
～
古
今
抄
」
を
計
測
）。

奥
書
…
…	「
寛
政
五
癸　

　

丑

年
夾
鐘
下
旬	

酔
月
庵
美
淵
」。

丁
数
…
…	

全
二
五
丁
（
墨
付
二
五
丁
）。

　
　

備
考
…
…
裏
表
紙
な
し
。
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一
九

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
を
適
宜
補
い
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。
原
則

と
し
て
片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
が
、
小
字
で
添
え
ら
れ
た
語
尾
や
助
動
詞

の
片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
異
体
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
た

が
、
原
本
の
表
記
を
残
し
た
箇
所
も
あ
る
。
濁
点
は
原
文
の
マ
マ
と
し
た
。
ま

た
、「
ヨ
リ
」
の
合
字
は
、「
よ
り
」
と
し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
つ
け
、（　

）
内

に
そ
の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　

誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「（
マ

マ
）」
を
付
し
た
。

　

難
読
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
虫
損
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
箇
所
に
は
、
そ

の
傍
に
「（
虫
損
）」
と
付
し
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
最
後
に
示
し
た
。

〈
翻
刻
〉

　
　
□門	

答
問
書　

全		

」（
表
紙
・

題
簽

）

　
　
（
白
紙
）	

」（
表
紙
・

見
返
し

）

　
　
　
　

答
問
書

一
、	

は
い
か
ゐ
の
二
字
に
言
篇
人
篇
の
論
は
、
大
む
ね
十
論
古
今
抄
に
御
覧
被

成
候
得
共
、
芭
蕉
翁
在
世
の
撰
集
に
は
、
多
く
言
篇
人
篇
の
二
体
を
出
さ
れ

た
る
事
如
何
と
の
御
尋
、
御
尤
の
事
ニ
候
。
此
故
世
間
の
宗
匠
達
、
今
以
誹

諧
の
争
不
絶
候
。
其
衆
中
は
例
の
書
籍
を
枕
に
し
て
、
聊
も
師
伝
無
之
故
ニ

候
。
古
翁
さ
へ
か
く
二
や
う
な
れ
は
、
今
更
改
る
事
有
ま
し
な
と
ゝ
覚
へ
ら

れ
候
事
、
尤
の
事
ニ
候
。
い
か
に
も
当
流
は
、
人
べ
ん
を
用
候
事
、
其
謂
は

古
翁
は
初
て
滑
稽
の
俳
諧
を
見
附
、
扨
こ
そ
俳
諧
に
古
人
な
し
と
い
へ
る
事

を
常
〳
〵
門
人
に
さ
ゝ
や
き
な
か
ら
、
例
に
其
身
の
徳
を
包
て
我
よ
り
世
間

の
人
を
た
め
さ
す
。
も
と
よ
り
世
間
の
褒
貶
を
む
づ
か
し
か
り
て
、
門
人
に

そ
の
意
は
伝
へ
給
へ
と
も
、
撰
集
は
天
下
の
人
に
対
す
る
ゆ
へ
に
、
扨
こ
そ

二
や
う
に
は
出
し
被
申
候
。
し
か
れ
は
、
其
門
弟
、
其
徳
を
し
た
ひ
」（
一オ

）

其
行
を
学
よ
り
、
誡〔

滅
後
〕𢓭

に
い
た
り
て
は
、
師
の
謙
退
を
続
く
へ
き
に
あ
ら
ず
。

全
く
徳
光
を
か
ゝ
け
む
と
す
る
よ
り
、
古
翁
の
趣
意
を
押
立
て
、
俳
諧
は
我

師
に
つ
た
へ
た
り
。
誹
諧
は
我
師
に
つ
た
へ
す
、
強
て
我
家
は
人
篇
也
と
い

へ
る
、
此
等
を
弟
子
の
大
任
と
は
申
候
。
俳
諧
の
二
字
は
タ
ハ
ム
レ
カ
ナ
フ

と
訓
し
て
滑
稽
の
事
な
る
よ
し
に
候
。

一
、	

十
論
、
古
今
抄
を
御
考
候
処
ニ
、
当
流
の
俳
諧
は
滑
稽
諷
諌
の
道
、
史
記

索
隠
に
滑
稽
猶
俳
諧
と
い
へ
る
證
文
な
り
と
見
へ
た
り
。
し
か
る
に
今
は
い

か
ゐ
の
句
々
に
い
た
り
て
、
い
つ
れ
か
諷
諌
の
意
に
候
哉
と
。
是
又
当
流
の

一
大
事
ニ
候
。
い
か
に
も
句
々
各
諷
諌
の
意
に
て
候
。
其
謂
は
、
古
翁
已
前

の
誹
諧
は
、
一
句
に
始
中
終
を
い
ひ
放
し
て
、
余
情
と
い
ふ
事
聊
も
無
之
候
。

当
流
は
其
始
中
終
の
中
を
凃〔

除
〕て
、
余
情
に
聞
せ
候
。
此
趣
も
十
論
ニ
句
を
引

て
出
さ
れ
候
へ
と
も
、
未
御
心
得
無
之
候
哉
。
惣
て
諷
諌
と
申
事
は
其
事
を

そ
の
儘
に
諌
る
事
に
は
無
之
候
。
た
と
へ
は
、
白
か
れ
と
諌
る
時
は
」（
一ウ

）

黒
き
を
諷
し
て
黒
き
事
の
あ
し
き
を
知
ら
せ
、
黒
か
れ
と
諌
る
時
も
白
を
諷

し
て
お
の
つ
か
ら
其
人
の
悟
道
す
る
や
う
に
お
か
し
く
寂
し
く
い
ひ
廻
す	

事
ニ
候
。
史
記
の
滑
稽
伝
に
御
考
可
被
成
候
。
さ
れ
は
、
古
池
や
蛙
飛
込
む

水
の
音
と
い
へ
る
は
、
句
中
に
寂
の
字
も
閑
の
字
も
無
之
候
得
共
、
此
句
を

能
々
詠
吟
す
れ
は
、
お
の
つ
か
ら
寂
寞
の
余
情
有
リ
。
或
は
、
六
月
や
峯
に

雲
を
く
嵐
山
と
い
へ
る
も
、
句
中
に
炎
と
も
暑
と
も
無
之
候
得
共
、
此
句
を

吟
ル
に
、
名
に
あ
ふ
嵐
山
な
ら
は
い
つ
も
嵐
は
す
へ
き
に
、
其
嵐
山
さ
へ
峯

に
雲
の
か
ゝ
り
た
れ
は
、
そ
よ
と
も
風
の
吹
さ
る
炎
暑
の
堪
か
た
き
情
は
あ

る
へ
し
。
此
余
は
是
に
准
し
て
御
工
夫
可
被
成
候
。
か
や
う
に
寂
し
か
れ
と

も
あ
つ
か
れ
と
も
言
語
に
は
発
せ
す
し
て
、
聞
人
々
の
お
の
つ
か
ら
其
情
知

る
ゆ
へ
に
諷
諌
の
道
と
は
申
候
。
此
故
に
、
当
流
に
は
い
か
ほ
と
手
妻
を
尽
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し
た
り
と
も
、
余
情
な
き
を
発
句
と
は
不
申
候
。
附
句
と
て
も
、
古
風
は
耳

に
前
句
の
情
を
聞
て
姿
を
後
に
附
る
ゆ
へ
に
、
二
句
の
間
に
姿
な
く
」（
二オ

）

只
こ
と
の
前
句
の
理
屈
と
な
り
噂
と
成
候
。
二
句
の
間
に
姿
な
き
時
は
、
余

情
無
之
候
。
余
情
な
き
時
は
例
の
諷
諌
に
叶
ひ
不
申
候
。
人
篇
の
俳
諧
に
て

は
無
御
座
候
。
併
、
畢
竟
は
発
句
も
附
句
も
言
語
の
遊
び
な
れ
ば
、
是
を
以

俳
諧
の
道
の
足
代
と
し
て
、
こ
れ
よ
り
談
笑
諷
諌
の
道
理
を
さ
と
し
め
ん
が

為
な
り
と
御
執
行
可
被
成
候
。
別
而
当
時
の
実
学
は
旦
暮
の
人
和
に
行
か
た

く
、
ま
し
て
神
道
は
正
直
の
鏡
と
や
、
農
家
商
店
の
行
イ
か
た
き
事
と
や
ら

ん
承
候
。
然
は
今
日
を
俳
諧
に
行
イ
、
内
に
は
仏
道
を
も
心
か
け
候
事
、
人

情
の
急
用
か
と
存
候
。

一
、	

古
翁
の
夜
話
に
、
俳
諧
は
す
へ
か
ら
す
、
俳
諧
に
遊
ぶ
へ
し
の
事
、
是
又

大
切
の
事
ニ
候
。
是
は
俳
諧
の
発
明
に
て
、
は
い
か
ゐ
の
み
に
か
き
ら
ず
。

人
情
は
、
す
べ
て
信
遊
の
二
ッ
に
過
へ
か
ら
す
候
。
別
而
唯
今
遊
の
字
の
心

は
、
今
日
士
農
工
商
の
家
に
生
れ
て
人
々
格
々
の
業
有
職
有
。
そ
の
家
業
片

時
も
怠
る
時
は
、
そ
の
家
斉
か
た
し
。
さ
れ
は
終
日
終
夜
に
厲
む
と
い
へ
と

も
、
あ
る
は
倦
ミ
、
あ
る
は
」（
二ウ

）
労
る
時
あ
り
。
さ
る
は
其
身
の
奉
公
と

思
ひ
、
職
と
の
み
思
ふ
ゆ
へ
也
。
然
に
、
遊
ぶ
と
い
ふ
も
の
は
、
お
の
か
さ

ま
〴
〵
に
、
終
日
と
い
ゝ
終
夜
と
い
へ
と
、
面〔

面
白
き
〕白心

に
ひ
か
れ
て
、
倦
事
も

な
く
労
る
時
も
あ
ら
さ
れ
は
、
其
業
其
職
を
、
我
は
仕
官
に
遊
び
、
我
は
家

業
に
遊
ぶ
物
ぞ
と
心
得
た
れ
ば
、
例
に
倦
事
も
な
く
、
労
る
事
あ
ら
し
と
。

扨
こ
そ
、
俳
諧
の
執
行
も
学
文
も
、
是
は
す
る
事
と
思
は
ん
よ
り
あ
そ
ぶ
事

と
心
得
よ
と
、
物
に
倦
さ
る
の
教
訓
に
て
候
。
是
ら
に
人
を
道
ひ
き
候
ゆ
へ

に
、
当
流
に
は
俳
諧
を
道
と
申
候
。
か
く
の
こ
と
く
、
先
能
々
俳
諧
の
道
を

知
り
た
る
を
、
蕉
門
の
門
人
と
は
可
申
候
。
た
と
へ
句
々
に
天
下
の
人
を
驚

か
し
候
と
て
も
、
家
を
亡
し
身
を
失
候
は
ん
族
は
、
蕉
門
の
俳
人
と
は
申
間

敷
候
。

一
、	

日
外
愚
評
を
御
請
候
巻
、
殊
外
六
ヶ
敷
俳
諧
ニ
候
故
、
重
而
は
只
俗
談
平

和（
マ
マ
）に

被
成
候
得
と
申
進
候
処
、
其
御
答
に
、
古
翁
曰
、
俳
諧
は
俗
談
平
和（

マ
マ
）を

た
ゝ
さ
ん
か
為
也
と
あ
る
ゆ
へ
、
当
時
に
京
江
戸
の
宗
匠
も
か
く
の
こ
と
し

と
御
申
越
候
。
そ
れ
ら
の
宗
匠
を
例
の
推
量
と
申
す
に
て
候
。
蕉
門
の
俳
諧

は
」（
三オ

）
全
く
俗
談
平
話
を
扱
ひ
申
候
。
俗
談
平
和（

マ
マ
）に
風
雅
を
調
申
故
に
、

正
す
事
三
ッ
有
之
候
。
一
ニ
否
味
、
二
ニ
賤
味
、
三
ニ
雅
言
の
滑
り
に
て
候
。

一
ニ
否
味
と
は
、
或
は
三
味
線
を
シ
ヤ
ミ
と
い
ふ
、
尺
八
を
タ
ケ
と
い
ひ
、

黒
羽
織
を
ク
ロ
ハ
と
い
へ
る
類
ひ
。
二
ニ
賤
味
と
は
、
或
は
黒
小
袖
と
い
ふ

へ
き
を
黒
羽
二
重
と
い
ひ
、
紅
を
本
紅
と
い
ひ
、
足
袋
を
ふ
く
ろ
た
ひ
と

い
ゝ

（
マ
マ
）、
真
鳫
、
真
鴨
の
類
。
三
ニ
滑
リ
と
は
、
う
は
玉
、
久
か
た
の
類
。
此

等
は
曲
節
の
模
様
に
は
適
々
用
る
時
も
有
へ
く
、
否
味
、
賤
味
は
俳
諧
な
ら

て
も
正
す
へ
き
事
ニ
候
。
俳
諧
の
句
と
て
も
王
侯
貴
人
の
前
に
出
へ
き
を
、

卑
下
の
事
は
俳
諧
の
家
の
恥
辱
に
て
有
へ
く
候
。
む
か
し
あ
る
宗
匠
の
句
に

	

　
　

年
波
や
一
歩
の
錢
に
も
し
ほ
草

	

と
せ
ら
れ
し
を
、
時
の
人
大
キ
に
笑
申
た
る
よ
し
。
此
等
に
御
工
夫
可
被
成

候
。
先
、
一
歩
の
錢
と
は
定
而
金
子
壱
歩
の
事
な
る
へ
し
。
然
と
も
、
其
一

歩
の
錢
と
は
い
か
な
る
事
に
や
。
貴
人
は
夢
〳
〵
御
存
有
ま
し
。
大
名
高
家

に
此
句
を
問
れ
て
、
此
錢
い
く
ら
〳
〵
と
講
釈
し
て
、
相
場
て
勘
定
を
」

（
三ウ

）
聞
せ
ん
や
。
此
等
の
事
を
よ
り
〳
〵
に
説
は
、
忽
に
貴
人
の
操
を
崩
、

忽
に
一
国
一
群
の
患
と
な
ら
ん
。
浅
間
敷
事
ニ
候
。
錢
三
百
に
も
し
ほ
草
と

い
は
ん
は
、
心
易
聞
へ
て
隠
者
の
上
に
よ
ろ
し
く
、
王
候

（
マ
マ
）貴

人
に
恥
へ
か

ら
す
。錢
よ
り
金
は
尊
事
と
覚
へ
た
る
お
の
れ
か
見
に
人
を
落
し
候
は
ん
事
、

其
罪
か
ろ
か
ら
す
候
。
惣
し
て
俳
諧
師
は
、
上
一
人
よ
り
下
万
民
、
橋
の
下

の
乞
食
ま
て
も
そ
れ
か
姿
情
を
知
り
尽
す
な
れ
は
、
秤
も
算
盤
も
損
益
利
潤

の
事
と
い
へ
と
、
知
ら
さ
る
時
は
さ
は
き
か
た
く
、
知
ら
さ
れ
は
宗
匠
の
任

も
な
け
れ
と
、
無
用
の
時
は
そ
れ
を
か
く
し
、
知
て
知
ら
さ
る
を
俳
話
滑
利

と
も
死
活
自
在
と
も
、
誉
を
き
申
候
。
例
に
推
量
先
生
と
は
、
か
ゝ
る
事
ニ

御
考
可
被
成
候
。
仍
而
俗
談
平
和（

マ
マ
）を
正
す
と
は
申
候
。
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一
、	

俳
諧
は
、
中
品
以
下
の
人
を
風
雅
に
道
ひ
か
ん
為
也
と
は
、
此
等
に
古
翁

を
御
存
あ
る
へ
く
候
。
和
歌
連
歌
は
花
鳥
の
艶
詞
を
あ
つ
か
ひ
、
俳
諧
は
俗

談
平
話
を
扱
ふ
。
さ
れ
は
中
品
以
下
の
人
は
、
士
農
工
商
の
人
也
。
其
四
民

は
其
」（
四オ

）
其

（
マ
マ
）職

に
せ
は
し
か
り
と
い
へ
と
も
、
風
雅
を
知
ら
さ
れ
は
志
し

賤
し
。
さ
り
と
て
、
雲
の
上
の
艶
詞
に
遊
ひ
な
は
、
そ
の
業
職
を
忘
れ
候
は

ん
。
仍
而
朝
夕
の
俗
談
に
も
風
雅
を
教
へ
て
俳
諧
の
一
道
は
建
立
い
た
さ
れ

候
。
む
か
し
の
俳
諧
の
道
を
わ
き
ま
へ
ず
、
今
の
俳
諧
に
道
を
開
キ
た
り
と

可
申
候
。
道
と
い
ひ
風
雅
と
い
へ
は
、例
に
俗
談
平
和（

マ
マ
）を
正
さ
ん
と
は
申
候
。

且
、
人
に
お
い
て
は
如
是
、
和
歌
に
対
し
連
歌
に
比
す
れ
は
、
其
体
も
又
中

品
以
下
に
て
候
。
し
か
り
と
い
へ
と
も
、今
詩
歌
連
俳
の
四
家
と
成
候
へ
は
、

高
官
高
位
と
て
も
俳
諧
有
ま
し
き
に
あ
ら
す
。
そ
の
謂
は
、
諸
候
も
太
夫
も

貴
僧
も
高
僧
も
、
そ
の
人
〳
〵
の
俗
談
平
和（

マ
マ
）な

き
に
し
も
あ
ら
す
。
俗
談
平

和（
マ
マ
）有
時
は
、
俳
諧
貴
賤
に
よ
ら
す
、
尊
卑
を
隔
す
と
可
申
候
。
仍
而
十
論

に
も
、
武
家
の
余
力
に
は
俳
諧
を
学
ぶ
べ
し
と
。
誠
に
治
国
斉
家
の
一
助
た

る
べ
く
候
。

一
、	

曲
節
二
体
の
事
は
、
前
度
も
申
進
た
る
か
と
覚
申
候
。
発
句
に
曲
節
地
の

体
と
て
、
差
別
無
之
候
。
唯
流
行
と
不
易
と
強
て
は
真
行
草
の
体
」（
四ウ

）
の

み
に
て
候
。
句
作
の
法
は
東
花
集
に
御
覧
可
被
成
候
。
曲
節
の
地
と
は
、
附

句
の
上
ニ
て
候
。
惣
し
て
発
句
は
一
句
に
曲
節
を
籠
た
る
物
に
て
候
得
は
、

其
曲
も
節
も
な
き
は
平
句
と
申
候
。
た
と
へ
は　

辛
崎
の
松
は
花曲

よ
り
朧節

に

て
、
如
是
曲
節
有
時
は
、
た
と
え
へ
切
字
無
之
と
も
、
平
句
に
あ
ら
さ
れ
は
、

発
句
に
て
候
。
此
句
を
世
間
に
か
ら
崎
伝
授
と
て
ほ
の
め
か
し
候
得
共
、
そ

の
伝
授
の
句
意
、
甚
相
違
い
た
し
候
。
例
に
推
量
の
沙
汰
に
て
候
。
但
し
、

此
に
て
留
り
は
字
面
の
曲
節
而
已
に
あ
ら
す
。
世
間
の
伝
授
の
こ
と
き
に
て

は
、
哉
け
り
と
い
ふ
に
も
あ
ら
す
。
口
伝
な
ら
て
は
書
顕
し
か
た
く
候
。
不

易
と
流
行
と
の
二
体
は
、
先
師
有
と
し

	

　
　

不
易　

は
る
風
や
障
子
の
日
影
燃
な
か
ら

	

　
　

流
行　

若
菜
つ
む
日
は
心
せ
よ
疝
気
腹
殿

	

是
等
に
御
心
得
可
被
成
候
。
然
と
も
、
不
易
は
好
へ
く
流
行
は
好
ざ
る
事
ニ

候
。
不
易
は
千
歳
不
易
と
申
、
流
行
は
一
時
流
行
と
申
候
。
附
句
に
曲
節
地

と
」（
五オ

）
申
候
は

	

　
　

前　
　

俄
の
雨
に
傘
の
せ
ん
さ
く

	

　
　

地　
　

喰
さ
し
た
飯
に
蓋
す
る
蝿
の
中

	

是
は
前
句
を
夕
立
の
雨
と
見
る
よ
り
、
夕
飯
の
時
分
を
案
し
、
夕
立
に
は
外

面
の
蝿
も
む
れ
入
れ
は
、
せ
ん
さ
く
に
立
し
跡
の
飯
に
蓋
し
た
り
と
、
是
を

地
の
附
方
案
し
方
と
申
候
。

	

　
　

○　
　

俄
の
雨
も
傘
の
せ
ん
さ
く

	

　
　

節　
　

す
へ
る
な
と
畳
の
は
し
こ
と
ら
ま
へ
る

	

是
は
前
句
に
節
を
つ
け
て
此
傘
は
い
つ
か
た
を
せ
ん
さ
く
尋
廻
ル
ぞ
と
、
前

句
を
見
る
に
高
キ
所
を
さ
か
す
と
見
る
よ
り
、
畳
の
上
に
階
子
を
か
け
て
、

下
に
壱
人
は
階
子
を
か
ゝ
へ
て
居
る
様
也
。
俄
の
雨
と
、
こ
れ
も
久
し
き
日

で
り
、
あ
け
く
の
夕
立
な
れ
は
、
傘
の
置
所
も
わ
す
れ
た
る
に
、
急
用
の
事

な
れ
は
、
心
せ
き
に
す
へ
る
な
な
と
ゝ
」（
五ウ

）
声
を
か
け
た
る
眼
前
の
さ
ま

な
り
。
曲
と
は

	

　
　

○　
　

俄
の
雨
に
傘
の
せ
ん
さ
く

	

　
　

曲　
　

猫
も
見
て
我
を
る
階
子
の
あ
か
り
下
り

	

是
は
前
の
趣
向
を
〔
其
儘
に
〕
句
作
り
に
曲
を
尽
せ
り
。
曲
と
は
地
を
も
節

を
も
句
作
り
の
曲
也
と
御
心
得
可
被
成
候
。
此
外
十
論
為
弁
抄
に
も
出
さ
れ

候
。
御
考
可
被
成
候
。

一
、	
発
句
は
い
か
ゝ
案
思
た
る
方
か
よ
く
候
や
、
御
心
得
被
成
か
た
き
よ
し
、

御
尤
ニ
候
。
ほ
つ
句
は
先
趣
向
を
得
て
、
其
後
句
作
り
に
功
者
不
功
者
の
有

之
事
ニ
候
。
そ
れ
を
世
間
に
は
正
風
の
体
は
只
か
ろ
〳
〵
す
る
か
よ
し
と
例

の
推
量
ゆ
へ
、
趣
向
も
句
意
も
弁
へ
す
。
字
面
の
句
振
の
み
似
せ
し
ゆ
へ
、

多
ク
は
平
句
に
切
字
を
添
た
る
計
に
て
候
。
先
趣
向
を
得
る
と
申
は
、
私
に
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作
り
立
、
私
に
案
し
出
も
の
に
て
は
無
之
候
。
趣
向
は
全
く
天
よ
り
稟
る
物

に
て
候
。
此
故
に
発
句
の
趣
向
は
得
る
と
い
ゝ
、
附
句
の
趣
向
は
立
る
と
い

ふ
。
其
謂
は
、
千
日
」（
六オ

）
千
夜
案
し
た
れ
と
も
無
キ
趣
向
を
、
物
に
よ
つ

て
ふ
と
得
る
事
有
リ
。
其
ふ
と
出
来
た
る
は
、
必
句
作
り
も
口
に
た
ま
ら
す
、

し
か
も
能
句
な
る
も
の
に
て
候
。
唯
、
私
に
ね
り
つ
め
し
た
る
は
、
必
よ
き

句
に
な
ら
ず
候
。
そ
れ
は
い
か
に
し
て
天
か
ら
稟
る
事
〔
そ
と
な
れ
は
〕、

そ
れ
は
先
た
と
へ
は
梅
の
題
を
探
り
た
る
時
は
、
全
く
そ
の
梅
に
信
を
お
こ

し
て
、
聊
も
私
の
細
工
塩
梅
を
立
へ
か
ら
す
。
そ
の
信
い
た
る
時
は
、
必
其

梅
よ
り
ふ
と
趣
向
を
得
ル
。
是
を
天
稟
の
趣
向
と
は
申
候
。
そ
れ
句
は
必
人

の
耳
口
に
残
ル
。
只
人
作
の
趣
向
に
は
、
人
の
驚
か
ぬ
筈
に
て
候
。
聞
人
も

や
か
て
作
る
へ
き
事
故
に
候
。
此
等
の
事
に
や
、
貫
之
も
古
今
の
序
に
、
ち

か
ら
を
も
入
れ
す
し
て
天
地
を
動
し
、
目
に
見
へ
ぬ
鬼
神
も
感
せ
し
め
、
猛

武
士
の
心
を
和
ら
く
る
は
和
歌
也
と
そ
。
な
ん
そ
人
作
の
趣
向
に
天
地
を
動

し
候
は
ん
や
。
是
、
天
稟
の
趣
向
を
得
た
れ
は
、
鬼
神
も
猛
武
士
も
、
ま
し

て
や
常
の
人
涙
を
流
さ
て
有
へ
き
か
。
さ
れ
は
小
町
か
雨
乞
も
、
趣
向
天
よ

り
請
た
れ
は
、
雨
と
も
風
と
も
成
へ
き
事
ニ
候
。
全
く
小
町
か
」（
六ウ

）
趣
向

に
あ
ら
す
。
小
町
よ
く
信
に
い
た
り
ぬ
れ
は
、天
是
を
憐
み
給
ふ
と
可
申
候
。

あ
る
人
一
と
せ
五
月
の
旱
に
雨
を
祈
と
て
、
俳
諧
歌

	

　
　

○　

と
ら
か
涙
さ
へ
と
し
〳
〵
に
降
る
雨
を

	

　
　
　

な
と
幾
万
の
人
の
な
み
た
そ

	

晋
子
一
と
せ
三
圍
の
社
に
雨
を
祈
と
て

	

　
　

○　

夕
た
ち
や
田
を
み
め
く
り
の
神
な
ら
は

	

前
の
作
者
は
能
信
に
し
て
趣
向
を
得
た
り
。
後
の
作
者
は
常
に
大
酒
し
て
、

し
か
も
其
日
は
殊
に
酔
た
り
。
酔
た
る
ゆ
へ
に
聊
も
私
な
く
、
全
く
其
人
虚

な
り
。
虚
な
る
ゆ
へ
に
天
稟
の
趣
向
を
得
た
り
。
各
天
稟
の
趣
向
な
れ
は
、

各
感
応
の
大
雨
は
降
し
た
れ
と
も
、
晋
子
は
一
生
此
意
を
知
ら
さ
る
も
し
ら

す
。
誠
に
虚
実
の
事
を
存
候
得
共
、
能
信
な
る
時
は
、
自
己
の
謀
な
き
其
心

虚
也
。
能
酔
た
る
時
は
、
我
な
き
ゆ
へ
に
又
虚
な
り
。
さ
れ
は
季〔

李
白
〕白

か
不
用

意
に
妙
を
得
た
る
も
、
例
に
一
斗
の
」（
七オ

）
機
嫌
な
る
へ
し
。
爰
を
以
、
曽

子
曰
、
人
之
将
死
其
言
善
也
と
そ
。
人
も
死
期
に
臨
て
は
我
な
し
。
我
な
き

ゆ
へ
に
能
虚
也
。
虚
な
る
ゆ
へ
に
い
ふ
こ
と
よ
し
と
見
へ
申
候
。
さ
ら
て
季

（
マ
マ
）

杜
か
酒
を
学
へ
と
に
は
あ
ら
す
。
爰
に
は
能
信
を
知
る
に
は
し
か
す
。
不
信

に
調
ふ
道
は
あ
ら
す
と
御
覧
可
被
成
候
。
さ
る
を
世
上
の
俳
諧
は
、
例
の
推

量
に
蕉
門
〳
〵
と
は
申
候
得
と
も
、
先
其
題
に
信
を
お
こ
す
事
を
し
ら
さ
れ

は
、
落
題
の
句
も
折
〳
〵
聞
へ
申
候
。
此
頃
あ
る
人
重
陽
の
句
と
て
書
付
て

贈
ら
れ
け
る

	

　
　

耕
作
を
仮
名
て
習
ふ
や
菊
畑　
　
　
　
　
　
　
〔
麦
阿
〕

	

或
人
此
句
を
難
て
曰
、
此
や
は
口
合
の
や
な
る
へ
し
。
さ
ら
は
、
此
耕
作
は

目
前
の
事
也
。
秋
に
菊
畑
の
耕
作
と
い
ふ
事
な
し
。
春
耕
夏
芸
の
例
に
よ
ら

は
、
此
句
は
春
の
菊
畑
な
る
へ
し
。
秋
の
季
に
も
ま
し
て
重
陽
の
句
に
は
有

へ
か
ら
す
と
。
尤
の
難
問
ニ
候
。
是
等
に
例
の
推
量
を
御
察
可
被
成
候
。
句

の
新
古
は
さ
ら
に
い
わ

（
マ
マ
）す

。
春
と
秋
と
の
差
別
な
き
は
、例
に
其
題
を
と
り
」

（
七ウ

）
お
き
て
、
何
や
ら
か
や
ら
の
自
己
の
塩
梅
を
先
に
案
す
る
ゆ
へ
に
、
い

つ
し
か
当
季
た
に
忘
れ
け
る
は
、
浅
ま
し
き
事
に
て
候
。
又
人
に
招
か
れ
て

挨
拶
の
句
な
と
は
、
彼
趣
向
を
待
へ
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、
そ
こ
ら
眼
前
の
物

を
以
て
い
か
や
う
に
も
ほ
と
よ
く
句
作
る
か
能
御
座
候
。
案
し
過
た
る
は
不

興
の
事
ニ
候
。
さ
れ
は
、
挨
拶
な
れ
は
其
句
の
意
を
か
へ
り
見
て
、
先
は
吉

凶
を
御
考
可
被
成
候
。
あ
る
宗
匠
、
都
東
山
松
林
院
に
招
か
れ
て

	
　
　

ま
た
飛
ぬ
遊
ひ
や
梅
も
注
連
の
内　
　
　
　
　
〔
廬
元
〕

	

是
は
定
て
飛
梅
の
事
ニ
候
は
ん
。
句
の
好
悪
は
兔
も
角
も
あ
れ
、
飛
梅
と
は

菅
家
の
む
か
し
配
所
に
飛
た
る
梅
に
て
普
く
人
の
知
り
た
る
事
な
れ
と
、
其

梅
の
飛
た
る
は
吉
か
凶
か
の
分
別
も
な
き
は
無
念
の
事
に
て
候
。
此
等
は
自

己
の
は
い
か
ゐ
を
は〔

そ
や
し
〕

や
し
上
ら
れ
て
、
後
世
を
知
ら
ざ
る
愚
昧
の
い
た
り
と

可
申
候
。
惣
而
自
己
を
顧
事
は
、
俳
諧
に
か
き
ら
す
候
得
と
も
、
別
而
俳
諧
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二
三

は
趣
向
に
泥
ミ
句
作
り
に
つ
の
り
て
、
大
か
た
あ
や
ま
り
有
物
に
て
候
得
は
、

能
々
御
慎
可
被
成
候
。」（
八オ

）

一
、	

発
句
を
聞
事
、成
ほ
と
後
学
に
成
候
事
ニ
候
。
し
か
し
、其
聞
や
う
に
二
ッ

の
伝
有
之
候
。
一
ニ
題
、
二
ニ
作
者
と
申
候
。
一
ニ
題
と
申
は
、
先
と
て
其
句

の
題
を
聞
て
其
後
句
を
よ
く
味
へ
し
。
題
を
先
に
不
聞
候
て
は
、
一
句
の
余

情
も
風
姿
の
働
も
聞
へ
か
た
く
候
。
た
と
へ
は

	

　
　

桐
の
木
に
鶉
鳴
な
る
垪〔

坪
〕の

内

	

と
い
へ
る
は
、
鶉
の
句
に
も
桐
の
木
の
題
に
も
あ
ら
す
。
田
荘
の
酒
家
と
い

へ
る
題
な
り
。夫
を
知
ら
さ
る
故
に
、桐
の
木
は
樅
に
も
槙
に
も
動
く
な
と
ゝ

評
す
る
人
も
有
之
由
。
題
を
知
ら
ぬ
故
也
。
あ
る
ひ
は

	

　
　

古
池
や
蛙
飛
込
む
水
の
音

	

も
蛙
の
題
に
は
あ
ら
す
。
閑
居
の
詠
成
へ
し
。

	

　
　

春
も
漸
け
し
き
調
ふ
月
と
梅

	

と
い
へ
る
も
、
月
に
も
あ
ら
す
梅
に
も
あ
ら
す
、
全
く
春
興
の
題
也
。
そ
れ

を
」（
八ウ

）
句
中
に
鶉
と
い
ゝ
蛙
と
あ
れ
は
、
其
句
也
と
聞
ゆ
へ
に
、
余
情
も

風
姿
も
面〔

面
白
き
〕白所

を
知
ら
さ
る
に
て
候
。
是
等
の
事
も
節
文
集
と
い
へ
る
を
見

候
得
ば
、
其
節
々
の
部
立
あ
り
て
、
初
午
の
巻
頭
に

	

　
　

初
午
に
狐
の
刺
し
あ
た
ま
か
な

	

と
い
ふ
古
翁
の
句
を
出
せ
り
。
此
句
は
初
午
の
句
に
は
あ
ら
す
、
剃
髪
の
句

な
り
。
其
上
そ
り
し
と
は
過
去
の
し
に
て
、そ
の
日
の
事
に
も
有
へ
か
ら
す
。

剃
髪
の
詞
書
有
リ
て
さ
ひ
し
く
お
か
し
き
句
也
。
初
午
の
題
に
は
心
得
か
た

く
候
。
二
ニ
作
者
と
は
、
先
に
作
者
を
不
聞
し
て
句
を
能
聞
得
て
、
其
後
作

者
を
聞
へ
し
。
作
者
を
先
に
聞
候
得
て
、
其
人
に
褒
貶
あ
れ
は
、
あ
る
ひ
は

し
つ
み
て
聞
へ
か
た
く
、
あ
る
は
さ
け
す
み
て
能
句
を
聞
は
つ
す
事
有
リ
。

其
人
に
よ
つ
て
句
を
聞
候
は
ん
は
、
自
己
の
稽
古
に
な
ら
て
、
却
而
害
と
成

事
多
ク
候
。
お
の
か
心
に
聞
得
て
後
、
作
者
の
名
を
聞
候
は
ん
は
、
挨
拶
は

時
の
会
釈
あ
る
へ
し
。
先
々
人
の
句
は
誉
て
お
く
か
宜
候
。
宗
匠
分
の
人
と

て
も
骨
肉
の
」（
九オ

）
門
人
な
ら
て
は
、
猥
に
加
筆
な
と
は
せ
ぬ
事
ニ
候
。
さ

れ
は
適
々
発
句
を
も
ち
あ
る
き
て
、
人
さ
へ
誉
レ
ば
や
が
て
自
讃
す
る
族
は
、

笑
止
千
万
ニ
候
。
師
た
る
人
の
外
は
、
皆
人
座
席
の
あ
い
さ
つ
成
事
を
知
ら

ぬ
愚
昧
、
世
間
に
多
く
御
座
候
。
と
て
も
御
楽
被
成
候
は
ん
に
は
、
師
を
御

撰
候
て
礼
義
を
尽
し
、
師
弟
の
約
を
不
違
や
う
に
可
被
成
候
。
礼
を
知
ら
さ

る
は
俳
諧
に
あ
ら
す
。
し
か
る
を
、
世
間
自
門
他
門
と
も
に
不
礼
を
と
が
め

不
義
を
諫
れ
は
、
そ
れ
は
不
風
雅
也
、
是
は
理
屈
也
と
、
唯
行
に
行
過
て
、

俳
諧
は
泥
田
棒
と
や
ら
ん
に
覚
候
事
、
言
語
道
断
の
事
ニ
候
。
礼
な
く
義
な

き
を
道
と
可
申
哉
。
さ
は
い
へ
礼
義
〳
〵
と
つ
の
り
候
は
ん
は
例
の
実
学
者

と
て
我
門
に
柊
を
さ
し
て
節
分
な
ら
で
も
防
可
申
候
。
さ
れ
は
、
虚
実
の
扱

よ
り
賢
愚
得
失
の
さ
か
ゐ
能
々
御
覚
語〔

悟
〕可
成
候
。
た
と
へ
は
、
虚
実
の
扱
い

人
の
上
ミ
に
立
て
注
進
報
を
聞
候
は
ん
に
、
真
偽
の
さ
か
ゐ
の
計
か
た
け
れ

は
、
そ
れ
を
驚
き
是
も
驚
は
、
例
に
言
語
の
姿
情
を
し
ら
ぬ
故
也
。
其
姿
よ

り
其
」（
九ウ

）
語
品
を
知
ば
、
い
か
な
る
急
事
急
難
と
て
も
、
驚
も
有
、
驚
か

ぬ
も
有
筈
也
。
さ
る
を
急
事
の
注
進
に
そ
の
人
を
し
ら
す
、
適
々
俳
諧
の
機

変
を
、
障
子
、
垣
越
し
に
聞
は
つ
り
て
、
其
手
は
く
は
ぬ
〳
〵
と
例
の
行
過

た
る
は
、
必
注
進
の
人
の
心
に
な
つ
き
て
真
の
注
進
を
も
止
ム
事
有
。
さ
る

は
、
頭
人
の
行
過
よ
り
、
忽
国
家
の
難
儀
と
な
る
物
ニ
候
。
そ
こ
を
虚
に
居

て
実
を
行
へ
ば
、
必
す
じ
な
き
注
進
と
は
お
も
へ
と
も
、
其
聞
時
は
真
に
驚

き
退
て
、
其
事
を
さ
ば
く
時
に
真
偽
リ
の
塩
梅
有
へ
き
事
ニ
候
。
此
等
は
注

進
報
に
か
ぎ
ら
ず
、
旦
暮
の
茶
飲
噺
に
も
人
和
と
は
爰
の
扱
を
申
に
て
候
。

一
、	
発
句
に
詞
書
の
事
、
強
て
不
好
事
ニ
候
。
但
、
餞
別
、
祝
詞
、
追
善
な
ど

の
時
は
、
ほ
つ
句
に
其
心
あ
ま
る
事
有
之
時
、
其
句
の
聞
へ
易
き
為
に
端
書

を
添
る
事
に
て
候
。
景
物
節〔

時
分
〕分
の
発
句
に
詞
書
を
加
る
は
、
無
念
の
事
と
御

覚
可
成
候
。
古
翁
一
と
せ

	

　
　

鞍
壺
に
小
坊
主
乗
や
大
根
引	

」（
一
〇

オ

）

	

と
い
ふ
句
に
、
大
根
引
と
い
へ
る
事
を
、
と
端
書
を
添
ら
れ
た
り
。
此
句
は
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二
四

詞
書
な
く
と
も
可
聞
を
、
大
根
引
と
い
ふ
名
目
は
ひ
と
へ
に
俳
諧
の
名
類
な

れ
は
、
貴
人
の
高
位
の
知
り
た
ま
は
さ
る
を
気
遣
て
、
そ
の
事
を
先
に
断
申

さ
れ
候
。
又
有
年
、
越
人
か
句
に

	

　
　

散
る
時
の
心
易
さ
よ
け
し
の
花

	

と
い
へ
る
句
を
古
翁
に
窺
ひ
し
に
、
此
句
ち
か
ら
な
し
。
詞
書
有
て
ん
や
と

て
、
僧
に
わ
か
る
ゝ
と
て
、
と
端
書
を
添
ら
れ
し
事
有
之
也
。
此
等
に
御
思

慮
あ
る
べ
く
候
。

一
、	

古
来
よ
り
選
集
の
発
句
を
手
本
に
被
成
候
事
は
御
了
簡
可
有
事
ニ
候
。
選

集
の
発
句
何
百
章
有
之
候
て
も
、
発
句
と
申
は
纔
に
二
十
章
に
は
過
へ
か
ら

す
候
。
そ
の
謂
は
隠
者
の
撰
集
な
と
す
へ
て
入
料
の
沙
汰
に
及
候
得
は
、
其

余
慶
を
貪
ら
ん
と
新
古
好
悪
の
ゑ
ら
ひ
な
く
句
数
を
待
得
て
板
行
し
、
又
よ

し
あ
る
人
の
撰
集
な
と
は
、曽
而
入
料
の
沙
汰
ニ
は
」（
一
〇
ウ

）
不
及
候
得
と
も
、

其
俳
諧
信
厚
に
手
筋
を
尋
縁
を
求
て
、
そ
こ
に
書〔

加
入
〕入

を
頼
ぬ
れ
は
、
撰
者
の

心
に
は
入
さ
れ
と
も
、
黙
止
か
た
く
て
書
入
た
る
多
く
御
座
候
。
此
等
は
一

集
の
杜
撰
と
申
へ
け
れ
と
、
畢
竟
済
度
方
便
の
為
な
れ
は
と
、
し
は
ら
く
見

ゆ
る
し
可
申
也
。
撰
集
の
発
句
な
れ
は
、
み
な
〳
〵
能
句
と
思
召
候
は
、
御

了
簡
違
に
て
候
。
例
の
推
量
も
か
ゝ
る
所
よ
り
と
可
被
思
召
候
。
真
の
撰
集

と
申
は
、
俳
諧
に
は
い
ま
た
無
之
候
や
と
存
候
。
撰
集
の
中
に
も
御
覧
候
へ

て
可
然
は

	

　
　

東
華
集　

西
花
集　

夏
衣　

葛
松
原　

続
五
論

	

此
等
も
ほ
つ
句
に
は
例
の
杜
選（

マ
マ
）も

候
得
と
も
、
あ
る
は
発
句
の
伝
を
述
、
あ

る
は
附
句
の
さ
は
き
を
出
さ
れ
候
へ
ば
、
そ
こ
ら
に
御
工
夫
も
可
有
事
ニ
候
。

お
く
の
細
道
は
常
に
御
秘
蔵
可
被
成
候
。
其
外
に
は
さ
し
て
御
覧
候
得
て
益

有
集
は
覚
不
申
候
。
只
面〔

面
白
き
〕白の
み
に
て
候
。
先
師
常
に
申
さ
れ
候
は
、
集
の

巻
〳
〵
は
門
人
の
為
に
あ
ら
す
。
天
下
の
人
を
面
白
か
ら
せ
て
、
往
〳
〵
敵

を
味
方
に
附
へ
き
」（
一
一

オ

）
は
か
り
事
也
と
そ
。

一
、	

発
句
に
、理
屈
と
い
ふ
、古
風
と
い
ふ
事
は
、今
名
あ
る
宗
匠
達
も
折
〳
〵	

出
さ
れ
候
へ
ば
、
嗜
む
へ
き
事
第
一
ニ
候
。
此
こ
ろ
承
侍
へ
る

	

　
　

盗
人
も
か
く
す
罪
な
し
け
ふ
の
月　
　
　
　
　
〔
廬
元
〕

	

　
　

忍
ひ
か
へ
し
う
か
め
て
憎
し
猫
の
恋　
　
　
　
　
〔
仝
〕

	

　
　

い
や
な
か
ら
頭
の
雪
や
氷
室
守　
　
　
　
　
　
〔
麥
阿
〕

	

　
　

御
留
守
と
て
戸
は
た
て
ら
れ
ぬ
鳥
居
か
な　
　
〔
童
平
〕

	

是
等
を
理
屈
と
申
候
。
さ
し
も
の
宗
匠
も
例
に
己
を
ほ
こ
り
て
か
へ
り
見
の

な
き
ゆ
へ
に
、
か
く
世
間
に
は
笑
は
れ
被
申
候
。
又
、
古
キ
句
は

	

　
　

祢
宜
殿
の
留
守
の
皷
や
か
ん
こ
鳥　
　
　
　
　
〔
麦
阿
〕

	

　
　

み
の
鷺
の
町
を
あ
り
く
や
五
月
雨　
　
　
　
　
　
〔
仝
〕

	

是
等
を
古
キ
句
と
申
候
。
又

	

　
　

雪
間
つ
む
我
紙
衣
手
に
若
菜
か
な　
　
　
　
　
〔
廬
元
〕	

　

」（
一
一
ウ

）

	

　
　

鶯
の
紙
花
散
り
ぬ
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
仝
〕

	

是
等
は
、
古
キ
中
に
も
賤
し
き
句
と
申
候
。
其
謂
は
、
畢
竟
浄
瑠
璃
頌
唄
の

文
作
に
て
、
風
雅
の
本
を
忘
れ
た
る
と
可
申
候
。
不
道
化
と
も
申
候
。
又
勿

論
と
申
句
有
之
候

	

　
　

羽
子
板
の
絵
に
も
か
ゝ
れ
ぬ
隠
居
か
な　
　
　
〔
珪
琳
〕

	

　
　

み
と
り
子
の
年
と
り
や
さ
し
豆
二
ッ　
　
　
　
〔
湖
中
〕

	

　
　

木
の
ほ
り
も
け
ふ
は
し
か
た
し
榊
と
り　
　
　
　
〔
仝
〕

	

是
等
を
勿
論
と
申
て
、
余
情
も
な
く
風
姿
も
な
く
、
例
の
始
中
終
と
い
ひ
詰

た
れ
は
、
風
諫
の
道
理
も
な
く
、
好
悪
の
論
に
及
は
す
、
発
句
に
あ
ら
す
と

申
に
て
候
。

一
、	
品
題
の
中
に
、
発
句
に
な
り
か
た
き
も
有
之
事
ニ
候
。
是
等
和
歌
に
も
其

沙
汰
有
リ
て
、
ふ
か
く
案
し
て
功
な
き
題
は
、
言
葉
ほ
と
よ
く
取
結
ひ
て
そ

置
へ
し
と
ぞ
。
ま
し
て
俳
諧
に
は
多
く
あ
る
事
ニ
候
。
品
題
の
中
に
も
霧
霞

の
」（
一
二

オ

）
類
は
、
和
歌
の
賞
翫
に
て
候
得
共
、
俳
諧
に
は
ほ
そ
り
て
能
句

な
り
か
た
く
候
。
あ
る
は
、
初
午
、
卯
の
花
の
類
は
、
別
而
発
句
に
な
り
か

た
き
物
ニ
候
。
近
年
は
初
午
の
摺
物
と
て
年
々
出
候
へ
と
も
、
初
午
と
存
候
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二
五

句
は
一
句
と
て
も
見
へ
不
申
候
。
祇
園
会
に
も
里
祭
に
も
動
申
候
。
題
の
動

候
は
発
句
に
あ
ら
す
。
附
句
と
て
も
其
心
得
有
之
候
。
し
か
る
に
、
世
上
に

は
初
午
と
さ
へ
あ
れ
は
そ
の
句
に
な
り
、祇
園
会
と
い
へ
は
其
句
に
な
り
て
、

動
不
動
の
論
な
き
は
、
た
と
へ
は
貴
は
皆
主
と
思
ひ
、
老
た
る
は
み
な
〳
〵

親
に
し
て
、
年
少
は
み
な
〳
〵
子
也
と
、
終

〔
終
に
〕五
倫
の
道
を
う
し
な
ふ
。
浅
間

敷
事
に
候
は
す
や
。
此
等
の
作
者
を
守
り
〔
て
〕
す
る
を
、
世
に
ケ
イ
ア
ン

先
生
と
も
浮
世
宗
匠
と
も
大
壺
と
も
末
社
と
も
申
由
ニ
候
。
そ
の
謂
は
、
人

を
誨
の
師
に
は
あ
ら
で
、
そ
れ
ら
の
う〔

う
つ
け
人
〕

つ
人
を
見
こ
み
て
、
日
夜
に
諂
ひ
、

明
暮
に
そ
や
し
立
、
弁
舌
筆
頭
に
己
か
妻
子
を
養
育
せ
ん
と
す
。
か
り
に
も

風
雅
の
名
を
か
ら
ず
は
、
い
か
て
一
日
を
安
隠
に
過
す
べ
き
、
恐
れ
て
も
恐

る
へ
き
は
疫
神
な
る
へ
し
。
御
油
断
有
ま
し
く
候
。	

　

」（
一
二
ウ

）

一
、	

句
作
リ
に
相
応
不
相
応
の
事
、
是
又
和
歌
連
歌
の
家
に
も
其
論
有
之
候
得

共
、
ま
し
て
俳
諧
の
日
用
に
は
、
姿
情
に
先
後
の
論
あ
る
よ
り
、
相
応
不

相
応
は
有
之
事
ニ
候
。
此
頃
世
間
の
発
句
を
見
候
得
は
、
舞
雲
雀
と
申
、
普

く
有
之
候
。
雲
雀
の
舞
と
申
事
は
、
決
而
有
間
敷
候
。
雲
雀
は
揚
ル
、
落
ス
、

あ
る
は
子
を
思
ふ
芝
生
か
く
れ
な
と
ゝ
和
歌
の
諸
抄
に
も
有
之
ニ
候
。
舞
雲

雀
と
は
、
別
ニ
一
種
有
之
や
。
此
等
を
不
相
応
と
可
申
候
。
一
と
せ
露
川
か

歳
旦
の
脇
に

　
　
　

日
は
三
足
の
烏
囀
ル

		

と
せ
し
は
、
鬼
界
、
高
麗
は
し
ら
す
、
世
に
変
化
物
の
烏
な
る
へ
し
。
大
鳥

の
囀
ル
事
な
し
。
小
鳥
の
舞
ふ
事
は
決
而
無
之
事
ニ
候
。

一
、	

物
の
名
を
略
す
る
事
、
多
有
之
候
。
俳
諧
の
俗
談
平
話
な
れ
は
に
候
。
た

と
へ
は
、
大
根
を
ダ
イ
コ
、
温
飩
を
ウ
ド
ン
、
女
房
を
ニ
ヨ
ウ
ボ
、
娵
入
を

ヨ
メ
リ
、
凌〔

暖
〕簾
を
ノ
レ
ン
、
合
点
を
カ
テ
ン
、
新
茶
を
シ
ン
サ
、
焼
香
を
シ

ヤ
ウ
コ
、
精
進
を
シ
ヤ
ウ
ジ
、
念
仏
を
ネ
フ
ツ
、
此
等
の
外
に
も
可
有
之
候
。

言
を
略
す
る
事
は
歌
書
に
も
多
く
有
之
事
ニ
候
。
然
と
も
、
燕
を
ツ
バ
と
、」

（
一
三

オ

）〔
土
串
を
ツ
ク
シ
、〕
煙
を
ケ
ム
と
い
ふ
類
は
、
一
物
の
埒〔

伝
〕な
け
れ
は
、

世
上
に
通
用
し
か
た
し
。
言
語
に
も
見ミ

レ
バ則
ミ
ン
ヤ
、
不ミ

ザ
レ
バ

見
則
ミ
ニ
ヤ
、
聞キ

ケ
バ則

キ
キ
ヤ
、
不キ

カ
ネ
バ

聞
則
キ
カ
ニ
ヤ
、
の
類
は
多
可
有
之
事
ニ
候
。
是
等
は
諸
国
通

達
の
俗
言
ニ
候
。

一
、	

発
句
に
切
字
の
事
は
凡
焉
哉
乎
也
の
類
に
て
、
皆
々
助
字
を
用
て
そ
こ
に

句
を
切
ル
と
は
申
候
。

	

　
　

一
、
焉　

ら
ん　

○
焉
止
ら
し　

○
矣
ん　

一
字
撥
也

	

　
　

一
、
哉　

か
な　
　

是
に
は
称
美
、
歎
美
も
有

	

　
　

一
、
耶　

や　
　
　

是
を
疑
の
や
と
い
ひ

	

　
　

一
、
哉　

や　
　
　

是
を
称
美
の
や
と
い
ひ

	

　
　

一
、
也　

や　
　
　

是
を
口
合
の
や
と
い
ひ

	

　
　

一
、
乎　

か　
　
　

疑
也
。
其
外
疑
の
詞
は
皆
々
切
字
也

	

何
、
誰
、
何
国
、
何
所
の
類
は
、
助
字
な
ら
で
は
疑
て
決
る
意
に
て
相
対
切

レ
也
。
○
来
け
り　

た
り　

け
れ　

此
来
の
字
は
、
荘
子
に
語
余
の
」（
一
三
ウ

）

助
字
と
な
せ
り
。
従
来
の
意
に
て
決
定
の
詞
也
。
○
所
ぞ
、
物
を
指
の
詞
也

そ
と
清
時
は

下
知
な
り

。
○
社
こ
そ
、
或
は
己
所
こ
そ
。
○
止
し
、
句
作
り
に
三
世
の
し
有
。

○
矣
ぬ
、
畢
矣
也
。
○
不
矣
は
切
字
に
あ
ら
す
。
下
知
は
皆
々
余
韻
也
。
ヱ

ケ
セ
テ
ネ
ヘ
メ
エ
レ
の
類
、
切
字
は
大
か
た
如
此
に
候
。
此
外
、
○
挨
拶
切
、

○
心
切
、
○
中
の
切
、
○
無
名
の
切
、
○
を
廻
し
、
○
に
廻
し
、
○
大
廻
し

の
た
く
ひ
、
古
今
抄
に
御
考
可
被
成
候
。
切
字
計
を
覚
候
て
も
、
抱
字
押
字

の
有
所
に
よ
り
て
、
○
や
も
、
○
哉
も
切
ぬ
事
有
之
候
。
あ
る
人
昔
の
歳
旦

に
、
去
年
隠
居
し
た
れ
ば
の
詞
書
有
て

	
　
　

喰
つ
み
や
山
居
の
味
を
覚
へ
そ
め

	
此
等
、
例
の
推
量
先
生
に
て
、
切
字
の
道
理
を
し
ら
ぬ
故
也
。
山
居
の
味
を

と
抱
へ
た
れ
は
、
上
の
や
の
字
は
切
字
に
あ
ら
す
。
○
山
居
の
味
の
覚
そ
め

と
か
、
又
は
○
山
居
の
味
を
覚
け
り
、
又
○
喰
つ
み
に
山
居
の
味
を
さ
と
り

け
り
と
あ
ら
は
、隠
居
の
詞
書
よ
り
」（
一
四

オ

）悟
の
字
は
一
句
の
眼
な
る
へ
し
。

此
等
に
、
押
字
抱
字
の
事
は
御
工
夫
可
被
成
候
。
た
と
へ
そ
の
せ
ん
さ
く
は
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二
六

し
ら
す
と
も
、
さ
し
も
の
宗
匠
、
一
句
の
く
た
〳
〵
し
き
に
、
己
を
か
へ
り

見
さ
る
は
、
笑
止
千
万
ニ
候
。

一
、	
大
廻
し
、
○
を
廻
し
、
○
に
廻
し
の
事
は
、
如
仰
、
世
間
に
つ
た
へ
候
は
、

下
よ
り
上
へ
廻
り
、
そ
の
字
よ
り
句
を
廻
す
と
申
。
御
心
得
な
き
筈
ニ
候
。

此
等
も
例
の
推
量
な
る
へ
し
。
惣
し
て
廻
し
と
申
て
切
る
道
理
を
知
ら
ぬ
故

ニ
候
。
廻
す
と
申
事
は
、
句
を
上
へ
下
へ
廻
す
事
ニ
あ
ら
す
。
い
ひ
廻
す
と

申
に
て
候
。
今
た
と
へ
は

	

　
　

大
回　

か
ら
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て　

面
白
か
る
へ
き
か
、
と
ふ
か

か
ふ
か
、
と
い
ふ
事
を
十
七
文
字
に
よ
く
賢
く
い
ひ
ま
わ
し
た
る
事
ニ
候
。

	

　
　

を
回　

青
く
て
も
あ
る
へ
き
も
の
を
と
う
か
ら
し

	

青
く
て
も
あ
る
へ
き
も
の
を
赤
く
て
そ
の
か
ら
さ
も
お
も
ひ
や
ら
」（
一
四
ウ

）

る
ゝ
唐
か
ら
し
哉
と
い
ふ
を
、
を
の
字
に
て
能
聞
へ
る
や
う
に
い
ひ
廻
し
た

る
に
候
。
○
に
廻
し
も
皆
是
に
准
し
て
御
存
有
へ
く
候
。
一
句
を
転
例
す
る

事
に
て
は
な
く
て
、
長
き
を
短
く
句
作
り
候
へ
は
、
そ
こ
に
心
詞
を
残
す
ゆ

へ
に
、
切
字
の
埒〔

場
〕を

御
悟〔

慎
〕可

被
成
候
。

一
、	

発
句
に
本
情
と
申
事
は
、
い
か
に
も
有
之
事
ニ
候
。
は
い
か
ゐ
の
俗
談
平

話
な
れ
は
、
た
と
へ
月
花
と
い
へ
と
も
、
誉
て
お
か
し
き
時
あ
れ
ば
、
譏
リ

て
お
か
し
き
時
も
あ
れ
と
、
先
は
本
情
を
知
り
て
、
後
い
か
や
う
に
も
曲
は

有
之
事
ニ
候
。
た
と
へ
は
、
む
か
し

	

　
　

寐
た
家
を
に
く
む
や
う
な
り
け
ふ
の
月　
　
〔
乙
由
〕

	

　
　

明
か
ゝ
る
山
よ
び
起
せ
ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
〔
廬
元
〕

	

是
等
は
全
く
本
情
を
背
た
る
に
候
。
前
章
は
中
秋
の
月
見
な
れ
は
、
そ
の
清

冷
を
称
し
て
其
後
の
曲
節
は
有
へ
け
れ
と
、
に
く
む
や
う
な
り
と
は
全
く
作

者
の
意
に
て
人
の
見
さ
る
姿
也
。
難
せ
ば
」（
一
五

オ

）
冬
の
月
な
る
へ
し
。
さ

る
は
枕
草
紙
に
も
例
あ
り
。
又
、
後
章
も
時
鳥
の
賞
翫
を
し
ら
す
。
明
は
な

れ
ぬ
頃
ほ
ひ
こ
そ
郭
公
は
面
白
あ
は
れ
に
も
有
へ
け
れ
。
何
ゆ
へ
に
呼
起
せ

な
る
や
。
呼
戻
せ
な
と
あ
る
へ
き
句
な
り
。
此
等
に
往
々
御
稽
古
可
被
成
候
。

一
、	

絵
賛
の
事
は
別
而
子
細
無
之
候
。
併
、
花
鳥
の
絵
賛
は
前
以
そ
の
句
の
貯

も
あ
る
物
に
候
よ
し
は
、
さ
し
あ
た
り
て
も
花
鳥
の
句
に
て
す〔

読

へ

き

〕

み
つ
き
事
ニ

候
。
絵
賛
の
事
は
、
唯
人
物
画
像
の
賛
に
て
候
。
此
時
は
其
人
を
能
く
知
り

能
見
覚
へ
て
、
そ
の
賛
の
動
さ
る
や
う
に
可
被
成
候
。
昔
あ
る
宗
匠
、
鍾
馗

の
賛
を
か
ゝ
れ
け
る
に
、
そ
の
図
は
釼
を
ひ
つ
さ
げ
て
草
む
ら
に〔

を
〕に

ら
み
た

る
に

	

　
　

虫
か
り
や
か
く
れ
す
ま
し
て
き
り
は
た
り　
　
〔
廬
元
〕

	

此
句
鍾
馗
な
ら
て
も
有
へ
き
句
也
。
殊
更
虫
狩
に
釼
の
入
用
な
し
。
例
に
其

人
其
姿
を
論
せ
ざ
る
の
あ
や
ま
ち
な
り
。
同
し
図
に
」（
一
五
ウ

）
あ
る
人
賛
し
て

	

　
　

君
か
た
め
草
を
わ
け
て
や
薬
堀

	

此
等
誠
に
鍾
馗
な
る
べ
く
候
。
貴
妃
か
病
を
見
か
ね
て
大
君
の
為
に
も
薬
ほ

ら
ん
と
は
、
そ
の
人
を
う
し
な
は
す
。
其
図
の
姿
を
破
ら
す
。
此
等
絵
賛
の

事
御
存
有
べ
く
候
。

一
、	

脇
の
事
、
い
か
に
も
平
句
と
は
違
申
候
。
一
句
も
文
字
と
ま
り
に
す
へ
し

と
は
、
初
心
に
教
る
事
ニ
候
。
此
趣
は
古
今
抄
に
御
考
可
被
成
候
。
附
か
た

の
事
は
、
安〔

案
思
〕思

や
う
も
平
句
と
は
格
別
の
事
ニ
候
。
畢
竟
、
脇
は
発
句
の
下

の
句
と
御
覚
可
被
成
候
。
さ
る
に
よ
つ
て
、
平
句
は
前
句
に
む
か
ふ
て
附
句

を
案
す
る
事
ニ
候
を
、
脇
は
発
句
の
余
情
を
句
に
作
り
候
へ
は
、
発
句
の
方

よ
り
出
る
物
に
候
。
前
よ
り
出
る
と
前
に
附
る
と
の
違
ひ
に
て
、
脇
と
平
句

と
の
差
別
を
御
考
可
被
成
候
。
し
か
し
、
初
心
の
人
に
は
し
ら
せ
申
さ
ぬ
事

ニ
候
。
却
而
惑
と
成
可
申
候
。	

　

」（
一
六
オ

）

一
、	
第
三
の
留
り
を
○
て
留
り
○
に
留
り
に
か
き
り
け
る
は
、
当
流
の
発
明
に

て
○
ら
ん
と
い
ひ
○
も
な
し
も
○
文
字
留
り
も
、
是〔

是

等

も

〕

等
に
て
、
一
句
の
吟
声

に
拍
子
を
残
さ
す
。
四
句
目
か
ろ
〳
〵
と
と
り
つ
き
か
た
き
ゆ
へ
に
候
。
さ

れ
は
三
ッ
物
に
終
リ
候
時
は
、
其
沙
汰
に
不
及
。
四
句
目
か
ろ
〳
〵
と
附
か

ず
し
て
は
一
巻
成
就
せ
す
。
起
請〔

情
〕転

合
に
も
不
叶
候
。

一
、	

四
句
目
の
軽
キ
は
勿
論
に
候
へ
と
も
、
世
間
に
い
へ
る
四
句
目
は
菅
神
の
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二
七

御
代
句
な
れ
は
、
か
ろ
〳
〵
と
す
る
と
申
事
、
全
く
其
謂
な
き
事
ニ
候
。
其

故
は
、
神
の
句
な
ら
は
い
か
に
も
敬
て
案
す
へ
き
を
、
只
か
ろ
〳
〵
と
麁
略

に
す
る
事
有
へ
か
ら
す
。
其
上
、
追
善
、
追
悼
の
俳
諧
に
神
の
御
代
句
あ
る

へ
き
や
。
四
句
目
は
百
韵
の
成
不
成
の
所
な
れ
は
、
句
重
き
時
は
五
句
目
の

地
に
取
つ
き
か
た
く
、
ま
し
て
第
三
迄
の
骨
折
を
見
せ
ん
す
る
さ
か
ひ
に
候

へ
は
、
い
か
に
も
か
ろ
〳
〵
す
る
事
ニ
候
。
さ
れ
は
四
句
を
決
前
生
後
の
句

と
申
て
、
功
者
の
す
べ
き
時

〔
こ
こ
ろ
〕に

て
候
。
口
伝
。	

」（
一
六
ウ

）

一
、	

月
花
の
事
、
月
は
夜
有
昼
有
ゆ
へ
に
面
毎
に
出
て
、
花
は
四
季
に
有
故
に

折
毎
に
出
申
候
。
喩
の
花
は
、
季
の
言
葉
を
結
ば
さ
る
は
み
な
〳
〵
春
季
に

て
、
み
な
〳
〵
植
物
の
去
嫌
有
之
候
。
当
流
に
は
無〔

三
季
〕季

の
生
花
に
不
植
の
正

花
と
申
事
無
之
候
。
然
に
、
あ
る
人
、
晋
子
門
人
の
よ
し
、
此
正
花
論
を
難

し
て
無
季
の
正
花
、
不
植
の
正
花
も
有
へ
き
と
て

	

　
　

妾
ふ
た
り
小
倉
の
紅
葉
嵯
峨
の
花

	

と
い
ふ
句
は
雑
な
り
と
い
へ
り
。
此
等
全
く
蕉
門
の
正
花
論
を
し
ら
ざ
る
も

し〔
し
れ
す
〕

ら
す
。
古
翁
曰
、
花
は
桜
に
あ
ら
す
、
さ
く
ら
に
あ
ら
さ
る
も

〔
に
も
〕あ

ら
す
、

と
は
唯
心
の
花
を
と
い
ふ
事
也
。
今
、
此
句
を
見
る
に
、
そ
の
妾
を
愛
す
る

や
退
る
や
、
全
く
一
句
は
そ
の
二
人
を
愛
す
れ
は
、
己
か
心
の
花
な
ら
て
、

己
か
心
の
春
な
ら
て
、
己
か
心
の
雑
な
る
や
。
己
か
心
の
暑

〔
若
気
〕な

る
や
、
寒

〔
冬
の
臭
ミ
〕な

る
や
。
花
紅
葉
は
秋
の
正
花
な
れ
と
、
花
と
紅
葉
を
結
ひ
た
る
は
、
花
に
ひ

か
れ
て
春
也
。」（
一
七
オ

）
花
に
郭
公
を
は
る
と
す
る
也
。
そ
の
外
、
植
物
の
去

嫌
を
論
し
候
へ
ば
、
是
等
は
月
花
の
定
座
を
漸
覚
て
月
花
の
扱
ひ
を
知
ら
さ

れ
は
、
今
更
諫
る
に
た
ら
す
候
。

一
、	

月
花
は
風
雅
の
的
也
迚
、
折
毎
面
毎
に
出
て
一
座
の
定
数
有
。
殊
に
古
今

抄
に
も
月
花
は
な
く
て
叶
ぬ
も
の
と
心
得
て
、
強
て
一
句
の
奇
を
好
む
へ
か

ら
す
と
あ
り
。
何
故
に
風
雅
の
的
な
る
や
。
何
故
に
定
数
有
て
無
く
て
叶
ざ

る
や
。
何
ゆ
へ
に
面
も
折
こ
と
に
配
れ
る
や
。

○
和
歌
に
は
雑
の
部
と
て
無
季
の
歌
あ
る
を
、
発
句
に
は
何
ゆ
へ
無
季
の
句
を

ゆ
る
さ
ゝ
る
や
。

○
譬
の
正
花
の
、
華
聟
、
花
娵
よ
り
、
花
鰹
、
花
か
ゐ
ら
き
、
花
塗
、
花
う
つ

ぼ
と
て
も
、
何
ゆ
へ
植
物
の
去
嫌
有
之
や
。

○
風
雅
と
い
ひ
俳
諧
と
い
へ
る
、
ま
し
て
正
風
体
と
は
い
か
な
る
差
別
有
や
。

是
等
は
仮
初
の
書
面
に
は
あ
ら
は
し
か
た
く
候
。
月
花
を
」（
一
七
ウ

）
風
雅
の

的
成
事
、
御
心
得
候
へ
は
、
み
な
〳
〵
埒
の
明
く
事
に
て
候
。
し
か
れ
と
も

推
量
に
は
済
ぬ
事
に
候
。
御
執
心
ニ
候
は
ゝ
、
終
に
は
御
伝
受
可
申
候
。

一
、	

表
八
句
之
数
は
、
是
も
一
通
リ
に
て
は
済
ぬ
事
ニ
候
。
先
発
句
は
大
極
の

一
に
興
リ
、
脇
は
天
地
開
ケ
て
二
と
成
リ
、
そ
の
天
地
の
中
に
人
を
生
す
、
第

三
也
。
そ
の
人
に
木
火
土
金
水
の
五
姓〔

性
〕備

る
。
是
を
以
、
八
句
の
数
也
。
名

残
の
裏
、
又
八
句
。
本
を
忘
れ
さ
る
の
ゆ
へ
な
り
と
伝
へ
候
。

一
、	

表
に
神
祇
以
下
の
出
さ
る
事
、
是
も
右
八
句
の
う
へ
に
て
、
御
悟
可
被
成

候
。
表
八
句
は
、
漸
天
地
開
ケ
初
而
人
を
生
し
た
る
所
な
れ
ば
、
い
ま
た
神

祇
も
な
く
、
釈
教
も
な
く
、
恋
も
名
所
も
述〔

述
懐
　
懐
旧
〕

懐
旧
、
ま
し
て
古
人
も
有
へ
き

事
な
し
と
御
覚
語

（
マ
マ
）可

被
成
候
。
同
字
も〔

を
〕許

さ
さ
る
も
、
い
ま
た
物
二
ッ
な

き
道
理
に
て
候
。

一
、	

三
ッ
物
の
事
、
天
地
人
の
三
才
と
申
も
道
理
有
之
事
に
て
、
殊
更
」（
一
八
オ

）

祝
儀
の
時
は
能
名
目
に
て
候
。
然
と
も
実
義
は
少
々
謂
有
之
事
ニ
候
。
先
、

発
句
、
脇
と
は
か
り
は
歌
の
体
に
て
、
こ
と
に
俳
諧
歌
と
い
へ
る
に
紛
候
。

本
よ
り
脇
は
例
に
附
句
と
の
み
に
あ
ら
す
。
第
三
よ
り
は
じ
め
て
、
附
句
の

意
な
れ
は
、
こ
ゝ
に
俳
諧
の
連
歌
な
る
事
を
こ
と
は
る
為
に
て
候
。
し
か
れ

は
祝〔

祝
儀
の
時
は
〕

詞
の
は
天
地
人
の
三
才
と
い
へ
る
も
一
通
リ
は
宜
く
候
。
口
伝
。

一
、	
当
流
に
和
漢
の
俳
諧
無
之
事
は
別
而
子
細
な
き
事
ニ
候
。
漢
句
は
大
む
ね

対
を
取
候
の
み
。
二
句
の
間
に
風
姿
な
し
。
姿
な
き
時
は
余
情
な
く
、
余
情

な
き
時
は
例
に
風
諌
の
意
な
く
候
。
し
か
れ
と
も
、
適
々
模
様
に
臨
て
は
、

有
迚
も
強
て
と
か
む
る
事
ニ
は
無
之
候
。

一
、	

俳
諧
は
兔
角
行
脚
せ
さ
れ
は
其
術
を
得
か
た
し
と
御
覚
語

（
マ
マ
）
被
成
候
事
、

、
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二
八

言
語
道
断
、
御
了
簡
違
に
て
候
。
前
々
よ
り
申
候
通
、
当
流
の
俳
諧
は
句
を

能
達
者
に
す
る
の
み
称
す
る
に
て
は
無
之
候
。」（
一
八
ウ

）
全
く
身
を
修
め
家
を

斉
可
申
学
問
に
候
。
然
者
、
先
能
身
を
修
め
家
を
と
ゝ
の
へ
て
後
、
手
足
の

達
者
に
余
力
あ
ら
ん
時
は
、
名
所
旧
跡
を
御
見
物
候
は
ん
事
は
、
俳
諧
を
楯〔

杖
〕

に
つ
か
す
と
も
成
る
へ
き
事
ニ
候
。
是
等
の
事
は
、
世
間
に
は
貴
公
の
こ
と

く
、
例
の
推
量
に
覚
た
か
へ
た
る
人
も
有
之
に
や
。
今
は
む
か
し
の
事
な
る

よ
し
。
あ
る
武
家
の
何
某
、
例
に
推
量
の
蕉
門
を
取
立
て
、
多
く
の
門
人
を

か
た
ら
ひ
、知
行
取
の
分
限
を
点
者
宗
匠
の
格
に
う
か
さ
れ
う
か
れ
候
ゆ
へ
、

果
し
て
君
辺
の
つ
き
あ
ひ
も
お
も
は
し
か
ら
す
。
い
ま
た
弱
年
に
も
足
ら
ざ

る
一
子
や〔

を
〕、

活
木
の
花〔

前
髪
〕

前
髪
を
落
し
、
己
は
病
身
不
行
歩
を
い
ひ
立
て
、
家

督
を
今
の
弱
年
に
願
ひ
譲
リ
、
扨
こ
そ
己
か
俳
諧
の
時
得
㒵
に
、
名
を
隠
し

身
を
忍
ひ
て
、
京
大
坂
を
か
け
廻
り
、
美
濃
尾
張
を
経
め
く
り
て
、
人
の
う

し
ろ
ゆ
び
も
知
ら
ざ
る
俳
諧
を
い
ひ
ち
ら
し
た
る
人
も
」（
一
九
オ

）
有
た
る
よ

し
聞
つ
た
へ
、
言
語
道
断
の
罪
人
か
な
と
存
候
。
其
謂
は
、
己
か
務
さ
か
り

を
俳
諧
に
か〔

か
こ
付
て
〕

へ
て
、
上
を
か
ろ
し
め
、
役
人
を
あ
な
と
る
。
さ
る
は
、
一
己

の
科
の
み
か
は
。
此
門
人
此
意
を
伝
へ
て
、面
〳
〵
今
日
の
職
を
そ
ら
に
し
、

我
も
頓
て
は
と
羨
む
族
、
日
々
に
出
来
ぬ
へ
し
。
さ
あ
ら
は
、
忠
孝
の
道
を

や
ぶ
り
、
五
倫
は
無
下
の
理
屈
に
い
ひ
落
し
、
先
浅
間
敷
事
ニ
候
は
す
や
。

天
道
を
恐
さ
る
の
愚
者
な
ら
ん
。
さ
ま
で
行
脚
せ
す
し
て
な
ら
さ
る
も
の
な

ら
は
、
俳
諧
を
道
と
は
い
ふ
べ
か
ら
す
候
。
む
か
し
、
古
翁
は
此
正
風
を
天

下
に
弘
め
ん
為
に
社
、
道
心
の
行
脚
は
企
申
さ
れ
き
。
し
か
れ
と
も
、
其
道

古
翁
の
一
世
に
行
届
さ
れ
は
、先
師
は
師
命
を
荷
ひ
て
東
西
南
北
に
漂
泊
し
、

今
や
天
下
に
蕉
門
を
踏
ひ
ろ
め
た
る
は
、全
く
東
花
坊
か
働
に
て
こ
そ
候
へ
。

其
外
の
行
脚
と
も
は
、
人
を
お
し
ゆ
る
も
の
に
は
あ
ら
て
、
皆
々
金
銀
を
貪

リ
あ
り
く
者
と
も
に
候
。
し〔

か

な

ら

す

〕

か
な
ら
す
、
御
油
断
被
成
間
敷
候
。」（
一
九

ウ

）

一
、	

愚
坊
に
も
宗
匠
成
リ
を
い
た
し
候
へ
、
何
分
御
取
持
可
被
下
旨
、
先
以
忝

御
懇
志
ニ
候
。
い
か
さ
ま
世
間
に
は
宗
匠
成
リ
と
や
ら
ん
有
之
由
、
承
伝
へ

候
得
共
、
何
と
も
心
得
か
た
き
事
ニ
候
。
惣
し
て
宗
匠
と
申
事
は
、
官
に
て

も
職
に
て
も
無
之
候
。
一
座
の
連
中
称
し
て
宗
匠
と
申
、
天
下
の
俳
人
尊
て

宗
匠
と
仰
く
の
み
。
も
と
よ
り
知
徳
兼
備
の
人
な
ら
て
、
さ
は
仰
か
ぬ
事
。

仍
而
み
づ
か
ら
宗
匠
と
申
謂
無
之
候
。
た
と
へ
は
、
軍
に
大
将
の
こ
と
く
、

将
に
は
八
将
有
之
。
所
謂
○
仁
将
○
義
将
○
礼
将
○
知
将
○
信
将
○
猛
将
○

強
将
○
勇
将
、
是
也
。
是
各
其
一
名
は
得
た
れ
と
も
、
い
ま
た
大
将
の
任
な

ら
す
。
太〔

大
〕将

は
そ
の
八
将
を
つ
か
ふ
も
の
也
。
あ
る
は
、
太〔

能
太
夫
〕夫の

こ
と
き
、

脇
よ
り
雑〔

囃
〕、
子
か
た
有
、
地
う
た
ゐ
有
て
、
各
其
一
芸
に
は
名
を
得
た
れ
と

も
、
太
夫
は
一
部
の
事
ニ
足
り
、
理
を
さ
ば
け
は
、
各
太
夫
に
し
た
が
ふ
は
、

是
太
夫
の
任
也
。
孔
夫
子
も
十
哲
面
々
の
方〔

才
〕に

は
及
は
す
と
誉
た
れ
と
も
、

そ
の
十
哲
は
猶
孔
夫
子
ニ
つ
か
ふ
る
ゆ
へ
あ
る
か
ご
と
し
。
か
く
宗
匠
の
任

は
重
キ
も
の
に
候
。
愚
坊
ご
と
き
」（
二
〇
オ

）
御
す
ゝ
め
も
は
つ
か
し
く
こ
そ

候
へ
。
其
上
宗
匠
成
リ
の
事
は
、
い
か
成
ル
人
に
対
し
い
か
な
る
方
よ
り
許

す
ぞ
と
承
合
候
へ
ば
、
只
そ
の
宗
匠
仲
間
と
や
ら
ん
仲
間
入
を
い
た
し
、
向

後
愚
評
を
も
受
て
た
ま
は
れ
か
し
、
御
贔
屓
を
な
ど
手
を
さ
げ
て
、
当
日
の

連
中
へ
頼
申
事
の
よ
し
。
然
ら
は
、
宗
匠
と
い
ふ
に
あ
ら
で
、
畢
竟
諸
連
中

の
蔭カ

ゲ

に
た
ち
て
点
料
を
む
さ
ぼ
り
、
妻
子
を
は
ご
く
ま
ん
為
の
は
か
り
事
と

見
へ
申
候
。
い
で
そ
の
宗
匠
仲
間
と
や
ら
ん
は
、い
か
成
人
ぞ
と
承
候
得
ば
、

歴
々
の
末
も
有
中
に
、
き
の
ふ
は
遊
里
の
轡
と
や
ら
鐙〔

鈴
〕と

や
ら
、
今
日
は
例

の
宗
匠
成
リ
よ
り
編
綴
を
着
し
、
熨
斗
目
を
ま
と
ひ
て
、
座
席
に
先
官
の
後

官
の
争
ひ
有
之
由
。
愚
坊
な
ど
、
今
日
仲
間
入
い
た
し
候
は
ん
に
は
、
例
の

末
座
に
つ
ら
な
り
候
は
ん
事
、
今
生
後
生
の
無
念
と
可
申
候
。
さ
る
を
あ
る

人
の
曰
、
尊
か
ら
す
し
て
高
位
に
交
る
は
、
風
雅
の
道
に
も
あ
ら
す
や
と
、

例
の
聞
出
し
習
に
申
さ
れ
候
得
と
も
、
世
間
に
も
か
く
心
得
た
る
人
〳
〵
も

有
之
に
や
。」（
二
〇

ウ

）
例
の
宗
匠
も
大
名
高
家
に
交
候
よ
し
、
此
等
は
よ
く
御

思
案
可
被
成
候
。
尊
か
ら
ね
と
も
高
位
に
交
る
と
は
浅
ま
し
け
れ
と
も
、
人

並
の
事
ニ
候
。
遊
里
の
く
つ
は
、
河
原
役
者
は
高
位
に
対
し
て
は
人
倫
に
あ
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二
九

ら
す
し
て
、
高
位
に
交
る
事
、
あ
る
へ
き
事
と
も
不
存
候
。
さ
る
は
、
役
者

も
く
つ
は
も
、
大
名
高
家
の
御
句
に
連
ね
候
事
は
、
勿
躰
な
き
事
ニ
候
。
此

等
は
、
能
々
御
慎
可
被
成
候
。
俳
諧
は
一
歩
踏
違
ふ
よ
り
、
例
の
う
か
れ
て

千
里
に
か
け
り
、
例
の
ほ
こ
り
て
上
を
か
ろ
し
め
、
己
を
忘
る
ゝ
物
に
て
候
。

只
俳
諧
は
老
後
の
楽
に
と
い
へ
る
古
翁
の
金
言
、
御
失
念
有
ま
し
く
候
。

一
、	

虚
実
の
自
在
と
申
事
、
是
又
日
用
人
和
の
肝
要
ニ
候
。
其
謂
は
、
朋
友
に

善
有
、
悪
あ
り
と
い
へ
と
も
、
そ
の
あ
く
も
退
か
た
く
、
又
善
ニ
も
進
か
た

き
事
あ
り
。
さ
る
は
朋
友
に
も
傍
輩
と
い
ひ
、同
職
同
派
の
ち
な
み
な
れ
は
、

全
く
不
善
と
は
お
も
ひ
な
か
ら
も
、
日
々
に
交
る
事
有
之
候
。
譬
は
博
奕
好

色
の
た
く
ひ
、
夫
を
己
か
心
に
あ
は
ね
ば
」（
二
一
オ

）
と
て
交
リ
を
断
は
、
虚

実
の
不
自
在
に
候
。
己
は
か
る
た
を
手
に
と〔

不

取

〕

ら
す
と
、
全
く
色
を
好
さ
れ
と

も
、
其
人
を
隔
て
す
、
隔
ら
れ
す
、
憎
れ
す
、
譏
ら
れ
ざ
る
、
是
を
虚
実
の

自
在
と
申
候
。
あ
る
は
、
下
戸
な
れ
と
も
上
戸
に
交
リ
、
俗
な
れ
と
も
僧
に

交
リ
、
唯
一
の
社
人
な
れ
と
も
滅
罪
の
僧
に
交
る
、
己
よ
く
信
な
れ
は
交
リ

に
流
る
ゝ
事
な
く
、
ま
し
て
悪
行
に
組
す
る
事
な
し
。
終
日
に
か
た
り
終
夜

に
馴
な
し
む
時
は
、
其
人
の
信
も
恥
て
自
ら
其
悪
行
は
止
ム
物
に
候
。
是
を

諷
諌
の
道
と
申
、
孔
子
も
例
に
諷
諌
を
誉
給
ひ
し
は
、
今
の
虚
実
の
自
在
な

る
を
誉
給
ひ
し
と
ぞ
。
爰
を
以
、
親
鸞
聖
人
も
雑
行
雑
修
を
嫌
ひ
な
か
ら
、

諸
神
諸
菩
薩
も
お
ろ
そ
か
に
す
べ
か
ら
す
、
我
信
せ
ぬ
ま
て
に
て
こ
そ
と
、

此
等
に
聖
人
の
虚
実
自
在
を
御
信
向〔

仰
〕可

被
成
候
。
友
と
等
く
悪
を
好
み
、
交

り
な
れ
は
と〔

と
て
一
同
に
遊
候
は
ん
は
〕

色
に
溺
候
は
ん
は
、
学
文
も
入
ら
す
、
俳
諧
も
入
ら
す
、
共
に
」

（
二
一
ウ

）
鳥
獣
の
悪
臭
に
忌
る
ゝ
に
こ
と
な
ら
す
。
世
に
い
ふ
、
正
月
の
博
奕

は
な
く
さ
み
と
や
、
是
又
言
語
道
断
の
事
に
候
。
一
年
の
月
日
、
そ
の
業
、

そ
の
職
に
い
と
ま
な
け
れ
は
、
あ
ら
玉
の
春
を
む
か
へ
て
、
元
日
よ
り
日
々

の
祝
事
は
何
事
そ
や
。
又
、
此
一
年
、
家
内
無
難
に
無
病
息
災
の
ま
つ
り
事

と
し
て
、
屠
蘇
白
散
を
く
み
か
わ
し
、
ほ
う
ら
ゐ
を
飾
、
注
連
を
曳
、
清
浄

正
直
を
神
国
の
風
と
て
、
鏡
餅
と
は
面
〳
〵
己
か
影
を
う
つ
し
、
己
か
行
跡

を
た
し
な
み
改
べ
き
の
お
し
へ
な
る
を
、
そ
の
屠
蘇
酒
に
く
ら
ひ
酔
、
そ
の

鏡
餅
に
腹
飽
て
、
剰
天
下
国
家
の
誡
な
る
博
奕
を
慰
事
の
始
と
覚
た
る
は
、

誠
に
神
罰
仏
罰
を
も
知
ら
さ
る
人
に
や
。
よ
し
そ
の
親
は
一
座
一
興
の
慰
に

あ
や
ま
つ
と
も
、
子
は
そ
の
悪
行
を
見
習
ひ
て
、
終
に
は
己
か
家
を
亡
し
、

終
に
は
己
か
身
を
失
は
ん
事
、
人
の
子
の
悪
に
は
あ
ら
て
、
人
の
親
の
悪
な

れ
は
な
る
へ
し
。
誠
に
正
月
の
あ
そ
ひ
な
ら
は
、平
日
勘
略
の
余
計
を
見
て
、

音
曲
乱
舞
の
歓
楽
」（
二
二
オ

）
に
も
遊
へ
よ
か
し
。
浅
間
敷
世
間
に
な
ら
ふ
へ

か
ら
ず
と
、
先
師
常
〳
〵
申
さ
れ
候
。

一
、	

虚
実
の
変
と
申
事
も
、
虚
実
自
在
の
事
な
か
ら
、
し
は
ら
く
先
後
の
謂
有
之

候
。
其
趣
は
、
先
人
を
知
り
、
言
を
知
る
の
差
別
ニ
候
。
言〔

言
を
し
り
　
人
を
し
る
と
申
も
〕

を
知
る
と
申
も
、

其
変
を
知
る
事
也
。
渠
は
我
親
兄
に
等
し
と
一
向
に
思
ひ
入
た
る
は
、
実
の

凝
た
る
物
也
。
我
こ
そ
か
く
親
兄
の
思
ひ
を
な
せ
と
も
、
元
他
人
な
れ
ば
、

終
に
親
兄
に
あ
ら
さ
る
事
も
出
来
ぬ
べ
し
。
そ
の
時
そ
の
人
を
憤
り
て
、
思

は
ざ
る
義
絶
の
中
と
な
る
、
世
間
に
多
く
あ
る
事
ニ
候
。
し
か
れ
ば
、
初
よ

り
い
か
ほ
ど
入
魂
は
す
る
と
も
、元
は
他
人
な
れ
は
と
覚
語（

マ
マ
）い

た
し
候
へ
は
、

む
さ
と
一
大
事
を
か
た
ら
す
。
か
た
ら
さ
れ
は
其
人
の
背
く
日
あ
り
と
も
、

終
に
う
ら
む
る
事
あ
る
へ
か
ら
ず
。
是
を
虚
に
居
て
実
を
行
ふ
と
申
。
そ
の

時
変
に
お
ど
ろ
か
ぬ
を
、
虚
実
の
変
と
は
申
候
。
亦
、
言
を
知
る
と
申
は
、

平
生
そ
の
人
は
疎
遠
に
下
﨟
下
劣
の
小
人
な
れ
と
も
、
い
ふ
事
は
折
に
ふ
れ

時
に
よ
り
て
」（
二
二
ウ

）
賢
才
の
人
も
及
は
ぬ
言
あ
り
。
是
を
も
一
筋
に
身
下

す
は
、
例
の
実
に
凝
た
る
也
。
虚
実
の
扱
ひ
に
は
、
終〔

強
に
見
下
さ
す
〕

に
見
く
た
す
。
見
く

た
さ
ね
は
、
其
能
言
は
耳
に
と
ま
る
。
是
を
さ
し
て
言
を
知
る
と
申
候
。
是

又
此
変
あ
る
事
を
知
る
ゆ
へ
な
り
。
さ
れ
は
、
不
知
言
無
以
知
人
也
。
あ
る

は
、
三
人
行
必
有
我
師
焉
と
い
へ
り
。
い
て
や
我
家
の
俗
談
平
話
に
も
、
或

は
道
具
模
様
の
物
好
と
い
ゝ
、
料
理
と
い
ひ
、
家
作
リ
と
い
ひ
、
ま
し
て
公

事
訴
訟
の
大
事
な
と
、
必
一
己
の
了
簡
に
決
す
へ
か
ら
す
。
膝ヒ

ザ

と
も
談
合
と

い
へ
る
諺
も
、
か
ゝ
る
事
に
て
有
べ
く
候
。
是
を
以
、
毋
必
毋
固
と
い
へ
り
。

、
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三
〇

誠
に
、
水
の
火
を
尅
す
る
事
は
学
す
と
も
知
る
へ
け
れ
と
、
そ
れ
も

薄〔

薄

鉄

の

焼

は

　

水

布

て

〕

鉄
の
鐇
に
焼
け
は
、
水
か
へ
つ
て
火
に
尅
せ
ら
れ
て
湯
と
成
り
、
金
石
は

水
底
に
沈
む
物
な
れ
と
、薄
板
一
枚
隔
て
水
上
に
う
か
ふ
変
を
し
ら
さ
れ
は
、

あ
や
ま
ち
多
し
。
初
よ
り
変
を
知
る
時
は
驚
か
す
あ
や
ま
た
す
候
。
さ
る
を
、

常
住
の
思
ひ
に
居
る
人
は
、後
生
菩
提
は
さ
ら
に
い
は
す
。
家
宅
を
か
さ
り
、

美
服
を
ま
と
ひ
、」（
二
三
オ

）
色
を
好
み
、
美
食
に
飽
て
、
終
に
は
己
か
家
を
亡

ほ
せ
ば
、
世
を
う
ら
み
人
を
憤
り
、
金
銀
を
い
や
し
め
て
、
貪
リ
に
高
ふ
り
、

高
官
貴
人
の
前
に
諂
ら
ね
ば
、
道
人
〳
〵
と
世
に
そ
や
さ
れ
て
、
果
は
流
を

枕
に
す
る
よ
り
橋
の
下
の
行
倒
と
な
れ
る
。
口
お
し
き
事
に
て
候
。

一
、	

愚
坊
弱
年
の
む
か
し
、
い
ま
た
師
を
つ
か
へ
ざ
る
頃
は
、
人
の
眼
前
に
誉

さ
へ
す
れ
は
発
句
也
と
心
得
て
、
自
讃
し
歩
行
候
程
に
、
普
〳
〵
の
人
に
後

指
を
さ
ゝ
れ
笑
は
れ
申
候
。
そ
の
句
と
は
あ
ま
た
有
之
中
に
、
或
は
武
家
の

親
子
に
挨
拶
の
句
を
乞
れ
て

	

　
　

月
花
の
蔭
に
つ
く
は
ふ
蛙
か
な

	

是
等
た
い
こ
末
社
と
や
ら
ん
か
挙
動
に
て
、
世
に
諂
の
否
味
也
。
ま
た

	

　
　

嘘
の
科
け
つ
り
大
根
や
恵
ひ
す
講

	

　
　

盗
人
の
か
く
れ
か
ね
て
や
け
ふ
の
月

	

　
　

た
か
入
の
輪
を
く
ゝ
り
ゆ
く
蛍
か
な	
」（
二
三
ウ

）
	

　
　

都
か
ら
種
子
ま
く
伊
達
や
雛
売

	

此
外
も
あ
ま
た
候
ひ
し
か
、
此
等
は
理
屈
と
い
ひ
、
古
ミ
と
言
、
俳
諧
に
も

発
句
に
も
有
へ
か
ら
す
と
あ
る
人
の
一
口
に
い
ふ
け
さ
れ
て
、
初
て
恥
を
存

候
ゆ
へ
、
此
道
に
憤
リ
を
発
し
、
扨
こ
そ
師
を
択
て
つ
か
へ
申
き
。
然
と
い

へ
と
も
、
一
朝
一
夕
に
意
を
得
さ
れ
は
、
十
二
年
の
月
日
、
対
面
の
棒
頭
は

数
知
ら
す
、
百
度
千
度
の
文
通
と
て
も
前
後
吃
ら
れ
さ
る
事
な
く
、
就
中
、

勘
気
を
さ
へ
蒙
り
た
る
事
有
之
候
。
一
と
せ
一
夏
百
題
の
句
を
作
り
て
机
前

に
う
か
ゝ
い
候
得
は
、
其
百
句
の
中
、
漸
六
句
点
を
か
け
て
、
此
中
に
も
五

句
は
集
の
埋
種
に
も
成
へ
き
の
み
、
発
句
と
い
ふ
物
、
一
句
あ
り
と
初
て
潤

し
き
顔
色
は
見
へ
申
候
。
そ
の
句
は

	

　
　

竹
の
子
の
客
は
薮
か
ら
と
お
し
け
り

	

愚
坊
思
ひ
か
け
な
く
、
此
句
は
一
練
一
鍛
に
も
不
及
無
心
所
着
の
句
な
る
を

と
申
候
得
は
、
師
は
笑
〳
〵
そ
の
事
也
。
そ
こ
に
発
句
を
悟
る
へ
し
。
此
句

は
」（
二
四
オ

）
古
翁
の

	

　
　

鶯
や
餅
に
糞
す
る
椽
の
先

	

　
　

塩
鯛
の
歯
く
き
も
寒
し
魚
の
店

	

此
句
の
法
有
り
て
尤
称
す
へ
き
句
な
り
と
申
さ
れ
候
へ
と
も
、
本
来
も
愚
坊

未
熟
候
故
、
兔
角
其
意
を
得
か
た
し
。
問
か
へ
す
へ
き
を
恐
入
て
尚
〳
〵
暗

路
を
た
と
り
候
へ
は
、
其
後
も
益
叱
候
ひ
し
句
々
、
凡
四
馬
も
負
か
た
く
候

は
ん
。
漸
師
誡
の
八
九
年
、
爾
来
扨
は
と
発
句
を
さ
と
り
候
へ
と
も
、
発
句

と
可
申
は
い
ま
た
十
句
に
は
過
す
。
皆
々
一
座
一
興
の
句
の
み
に
候
。
し
か

れ
と
も
、
例
の
理
屈
ふ
る
み
に
は
落
へ
か
ら
す
、
句
は
よ
か
ら
ね
と
先
は
一

座
の
発
句
に
候
は
ん
か
。
此
等
に
師
恩
の
高
き
事
を
仰
て
も
〳
〵
猶
あ
き
た

ら
ず
候
。万
々
御
推
量
可
被
成
候
。師
な
き
人
〳
〵
の
謬
、御
尤
の
御
事
ニ
候
。

穴
賢
〳
〵
。	

　

」（
二
四
ウ

）

右
は
愚
坊
漂
泊
中
、
諸
方
答
間
（
マ
マ
）之
内
三
十
一
ヶ
條
、
依
御
所
望
此
度
写

さ
せ
、
進
申
候
。
是
に
て
大
か
た
悟
道
可
被
成
候
。
必
御
他
見
御
無
用
。

尚
又
貴
面
可
申
述
候
。　

頓
首

　
　
　
　

林
鐘
日	

雲
裡
」（
二
五
オ

）

　
　
　

松
水
雅
丈

	

湘
夕
言

雲
裡
坊
は
大
津
義
仲
寺
の
住
僧
な
り
し
が
、
壮
年
よ
り
獅
子
庵
の
門
下
と
な
り

て
蕉
門
の
奥
義
を
極
ム
。
二
十
年
計
以
前
よ
り
寺
を
譲
り
て
門
外
に
小
庵
を
結

び
、
諸
国
に
行
脚
し
て
正
風
を
尋
〳
〵
東
武
に
及
ひ
、
み
ち
の
く
ま
て
も
門
葉

数
千
人
に
及
ん
て
其
名
を
し
た
は
ず
と
言
ふ
事
な
し
。
予
、
公
勤
に
自
り
て
、

延
享
の
中
比
よ
り
、
宝
暦
の
中
比
ま
て
東
武
に
有
り
し
時
、
再
行
脚
有
り
て
数

、
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三
一

月
を
送
ら
れ
け
る
間
に
、
道
の
事
ど
も
教
訓
せ
ら
れ
し
が
、
別
る
ゝ
日
に
□
□

な
り
け
る
時
、
名
残
り
を
此
一
冊
に
止
お
か
れ
ぬ
。
誠
に
有
か
た
き
お
し
へ
な

る
そ
や
。
猶
は
た
虚
実
を
よ
く
学
よ
と
自
筆
の
一
章
を
残
さ
れ
ぬ
。	

」（
二
五
ウ

）

　
　
　

雪
折
れ
を
聞
〳
〵
ね
ふ
る
柳
か
な

　
　
　

明
治
三
十
六
年
三
月
上
旬
求
之　

未
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

宝
暦
元
年
未
仲
春
日
写
之　

大
津
雲
裡
坊　
門
葉

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

江
戸
和
常	

　

」（
裏
表
紙

見
返
し

）

　
（
裏
表
紙
）

（『
俳
諧
三
十
一
ヶ
條
秘
伝
』
奥
書
）

此
秘
伝
之
一
冊
ハ
、
勢
州
桑
名
ノ
住
、
三
四
庵
雲
裡
坊
鳥
巣
仁
杉
夫
先
生
ノ
方

ヨ
リ
、
門
人
五
城
楼
下
両
後
亭
朱
桃
子
ヘ
授
与
シ
タ
モ
ウ
書
ナ
リ
。
是
ヲ
朱
桃

子
門
人
登
米
郡
米
谷
任
亀
卦
川
桃
西
写
シ
ケ
ル
ヲ
、
同
門
ノ
好
身
ヲ
以
一
枕
亭

曲
肱
子
写
サ
レ
シ
書
ナ
リ
。
後
此
君
庵
梅
人
先
生
ヘ
伝
ケ
ル
ヲ
、
今
度
愚
庵
梅

人
先
生
ヨ
リ
伝
取
ニ
写
ヲ
ク
者
也
。
可
秘々
　
　

々

。

　

寛
政
五
癸　
　

丑

年
夾
鐘
下
旬　
　
酔
月
庵
美
淵

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「「
人
を
結
び
つ
け
る

文
化
」
と
し
て
の
俳
諧
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
二
五
九
、
代
表
・

伊
藤
善
隆
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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